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寄
　
稿　

平
成
五
年
か
ら
数
年
間
に
わ
た
り
北
海
道
の
岩
内
町
で
小

川
未
明
を
メ
イ
ン
と
し
た
「
夢
の
童
話
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
い

う
催
し
が
開
か
れ
た
。
も
う
二
十
年
以
上
前
の
話
で
あ
る
し
、

ま
し
て
岩
内
以
外
で
は
こ
の
こ
と
を
知
る
方
も
少
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
置
こ
う
と
思
う
。

　

当
時
、
上
越
市
と
岩
内
町
の
間
に
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
姉
妹
都
市
関
係
が
生
ま
れ
、
双
方
の
文

化
交
流
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
た
中
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
こ

ろ
岩
内
町
の
教
育
委
員
会
に
お
ら
れ
た
濱
上
俊
治
氏
で
あ
る
。

氏
は
文
学
と
音
楽
に
造
詣
が
深
く
、
未
明
の
作
品
を
音
楽
と

一
緒
に
朗
読
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
に
聞
か
せ
よ
う
と
思

い
つ
か
れ
た
。
そ
し
て
作
曲
者
は
上
越
在
住
の
人
間
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
か
、
氏
の
知
り
合
い
で
あ
り
上
越

教
育
大
学
で
教
育
学
担
当
の
平
山
満
義
先
生
を
通
じ
て
私
に

話
が
来
た
の
で
あ
る
。
北
海
道
好
き
の
私
は
即
座
に
承
諾
し

た
。

　

題
材
は
未
明
の
「
牛
女
」
と
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
く

男
」
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
と
い

う
楽
器
編
成
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ

ま
で
朗
読
の
た
め
の
音
楽
を
書
い
た
経
験
が
な
か
っ
た
け
れ

ど
、「
牛
女
」
の
不
思
議
な
雰
囲
気
を
な
ん
と
か
音
楽
で
表

現
し
て
い
る
う
ち
に
そ
の
要
領
を
会
得
し
た
よ
う
な
気
が
し

た
。
今
思
い
返
し
て
も
な
か
な
か
面
白
い
雰
囲
気
を
た
た
え

た
音
楽
だ
と
思
う
。
一
方
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
く
男
」
は

童
話
の
中
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
鳴
り
響
く
の
で
、
ど
う
し
て

も
説
明
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
作
曲
が
難
し
く
感

じ
ら
れ
た
。

　

曲
を
完
成
さ
せ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
の
た
め
に
早
春
の
北
海
道

に
渡
っ
た
。
岩
内
で
は
役
場
の
方
や
文
化
活
動
を
し
て
い
る

若
い
人
た
ち
が
盛
大
に
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
私
は
北
海
道
に

は
何
度
か
足
を
運
ん
で
い
た
が
、
岩
内
は
初
め
て
で
、
そ
こ

が
か
つ
て
ニ
シ
ン
漁
で
大
変
な
人
口
密
度
を
誇
っ
た
こ
と
、

有
島
武
郎
と
の
交
友
で
も
有
名
な
画
家
の
木
田
金
次
郎
の
住

居
が
残
っ
て
い
て
彼
の
美
術
館
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
知
っ
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
は
演
奏
者
の
交
通
の
便
の
関
係
も
あ
り
、
場
所

を
変
え
て
札
幌
で
行
わ
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
札
幌
交
響

楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
深
山
尚
久
氏
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
が
偶
然
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
同
団
の
渡
部
大
三

郎
氏
、
ピ
ア
ノ
が
札
幌
の
大
学
に
務
め
て
お
ら
れ
た
大
楽
勝

美
氏
と
い
う
錚
々
た
る
三
名
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

　

本
番
は
五
月
八
日
で
、
私
は
再
び
岩
内
の
人
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
桜
が
咲
い
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
前
半
は

通
常
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
休
憩
を
挟
ん
で
後
半
が
音
楽
を

伴
っ
た
朗
読
で
あ
る
。

　

「
牛
女
」
は
結
構
大
掛
か
り
で
八
曲
か
ら
で
き
て
い
る
。

地
元
の
婦
人
た
ち
が
朗
読
を
担
当
し
た
ほ
か
、
小
・
中
学
生

岩
内
町
で
の

　  
未
明
コ
ン
サ
ー
ト

後
藤
　
丹

（
作
曲
家
・
上
越
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

第２回コンサートプログラム表紙 十
八
名
が
ス
ト
ー
リ
ー
に
合
わ
せ
て
版
画
を
制
作
し
、
そ
れ

を
舞
台
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
な
が
ら
物
語
が
進
行
し

た
。
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
小
川
清
隆
氏
が
「
北
国
に
生
ま

れ
た
者
は
幸
せ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
死
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
を
美
し
く
感
じ
る
よ
う
に
、
冬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
春
を

嬉
し
く
感
じ
る
の
で
す
。（
後
略
）」
と
い
う
印
象
深
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
公
演
が
成
功
し
た
の
か
、
翌
年
に
も
私
の
作
曲
で
未

明
に
ち
な
ん
だ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
演
目
は
「
水

車
の
し
た
話
」
と
「
赤
い
蝋ろ
う
そ
く燭
と
人
魚
」
で
、
そ
の
ほ
か
に

未
明
の
詩
「
雲
の
ご
と
く
」
と
「
海
と
太
陽
」
を
合
唱
曲
に

作
曲
し
て
小
学
生
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
で

「
水
車
の
し
た
話
」
は
雪
国
の
情
感
を
細
や
か
に
伝
え
る
童

話
で
あ
る
が
、
調
べ
て
み
た
ら
そ
れ
ら
し
き
水
車
小
屋
が
少

し
前
ま
で
私
の
勤
め
る
上
教
大
の
す
ぐ
裏
手
に
存
在
し
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
舞
台
の
モ

デ
ル
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
海
を
見
下
ろ
す
神
社
や
、

現
在
大
潟
区
の
畑
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
あ
る
古
い
人
魚
塚
を
、

そ
の
こ
ろ
上
越
に
来
ら
れ
た
濱
上
氏
や
実
行
委
員
の
方
々
と

訪
ね
た
り
も
し
た
。
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コ
ン
サ
ー
ト
本
番
は
平
成
六
年
の
五
月
七
日
で
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
代
わ
り
に
札
響
の
ヒ
ュ
ー
・
ラ
ク
リ
ン
氏
の
ヴ
ィ

オ
ラ
が
入
り
、
フ
ル
ー
ト
と
し
て
森
圭
吾
氏
が
加
わ
る
と
い

う
四
人
編
成
。
朗
読
は
中
学
校
の
演
劇
部
の
生
徒
が
分
担
し

て
行
い
、
ま
た
前
年
同
様
、
版
画
の
同
時
上
映
が
行
わ
れ
た
。

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
い
か
に
も
荒
れ
た
海
を
思
わ
せ
る

音
楽
が
自
分
な
が
ら
気
に
入
っ
て
い
る
。

　

翌
年
も
ま
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
開
催
さ
れ
、
今
度
は

「
野
ば
ら
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
楽
器
編
成
は
初
回
と
同

じ
。
た
だ
し
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
札
響
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
の
尾
花
輝
代
允
氏
に
替
わ
っ
た
。
朗
読
は
中
学
生
四
名
。

版
画
上
映
も
同
様
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
野
ば
ら
」
の
終
わ

り
の
方
で
、
戦
死
し
た
と
思
わ
れ
る
青
年
の
率
い
る
一
列
の

軍
隊
が
老
人
の
前
を
通
過
す
る
場
面
が
あ
る
。
こ
こ
で
演
奏

さ
れ
る
粛
然
と
し
た
一
種
の
行
進
曲
は
、
童
話
を
読
ん
で
い

て
自
然
に
湧
い
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
と
「
野
ば
ら
」
と
は
後
年
上

越
文
化
会
館
で
朗
読
も
伴
っ
て
上
演
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

平
成
九
年
の
五
月
に
は
岩
内
側
の
た
っ
て
の
希
望
で
杉
み

き
子
氏
に
ご
登
場
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
演
目
と
し
て
は

杉
さ
ん
ご
自
身
が
「
加
代
の
四
季
」
を
選
ば
れ
た
。
こ
れ
は

少
女
の
目
に
映
っ
た
雪
国
の
（
お
そ
ら
く
高
田
の
）
春
夏
秋

冬
で
、
や
は
り
私
が
音
楽
を
付
け
た
。
楽
器
編
成
は
前
の
年

と
同
じ
。
た
だ
し
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
ロ
シ
ア
出
身
の
グ
レ

ブ
・
ニ
キ
チ
ン
氏
に
替
わ
っ
た
。
ニ
キ
チ
ン
さ
ん
は
札
響
の

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
始
め
て
い
た
が
、
後
に
東
京

交
響
楽
団
の
同
ポ
ス
ト
に
転
じ
る
。
杉
み
き
子
さ
ん
に
は
最

初
に
「
子
ど
も
の
時
代
は
玉
手
箱
」
と
い
う
題
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
で
「
加
代
の
四
季
」
の
朗
読
と
演
奏
に

移
っ
た
。
冬
の
場
面
の
音
楽
は
大
変
印
象
的
だ
っ
た
の
で
後

に
「
雪
が
降
り
は
じ
め
た
」
と
い
う
ピ
ア
ノ
小
品
に
編
曲
し

出
版
し
た
。
な
お
、
こ
の
他
に
も
杉
さ
ん
と
は
私
が
上
越
で

過
ご
し
た
三
十
二
年
間
に
合
唱
曲

や
校
歌
、
高
田
文
化
協
会
製
作
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
、
何
度
も
一
緒
に
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

年
代
が
急
に
飛
ぶ
け
れ
ど
昨
年
、

未
明
の
童
話
「
月
夜
と
眼め
が
ね鏡
」
を

元
に
杉
さ
ん
が
作
詞
し
私
が
作
曲

す
る
と
い
う
珍
し
い
企
画
が
あ
っ

た
。
上
教
大
副
学
長
の
小
埜
裕
二

先
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
こ

の
子
ど
も
の
た
め
の
合
唱
曲
は

十
一
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
金

子
央
さ
ん
の
指
揮
す
る
グ
ル
ポ
・

カ
ン
ト
ー
ル
に
よ
り
初
演
さ
れ
た
。

教
職
を
退
い
て
上
越
か
ら
離
れ
て

か
ら
も
未
明
繋
が
り
で
こ
う
し
た

仕
事
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
。

「月夜とめがね」楽譜
小川 未明　作
杉 みき子　詩
後藤　 丹　曲
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【
展
覧
会
】

　

平
成
30
年
度
は
、
特
別
展
を
２
回
、
企
画
展

を
２
回
（
こ
の
う
ち
館
外
開
催
が
１
回
）、
特

集
展
示
を
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

特
別
展

 

〈
第
26
回
小
川
未
明
文
学
賞
受
賞
記
念
展
〉

〈
会　

期
〉
３
月
31
日
～
４
月
30
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
来
場
者
数
〉
２
７
７
５
人　

第
26
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
応
募
作
品
４
７

６
編
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
大
賞
・
優
秀
賞
の

受
賞
者
の
声
と
そ
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
研
プ
ラ
ス
（
東
京
）
で
開
催
さ
れ
た

贈
呈
式
の
様
子
、
こ
れ
ま
で
の
大
賞
受
賞
者
と

そ
の
作
品
、
今
回
の
最
終
選
考
ま
で
残
っ
た
作

品
の
講
評
、
書
籍
化
さ
れ
た
第
25
回
大
賞
受
賞

作
品
の
校
正
原
稿
や
イ
ラ
ス
ト
原
画
（
学
研
プ

ラ
ス
提
供
）
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
大
賞
作
品
を
読
ん
で
感

動
し
た
」、「
面
白
い
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
張
企
画
展

 

〈
未
明
文
学
の
森―お

い
た
ち
と
作
品
―
〉

〈
会　

期
〉
６
月
16
日
～
７
月
29
日

〈
会　

場
〉
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
来
場
者
数
〉
１
０
５
０
人

小
川
未
明
は
、
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
）
に

79
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
小
説
家
・
童
話

作
家
・
詩
人
・
評
論
家
と
し
て
多
様
な
作
家
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
作
品
は
小
説
約
６
０

０
編
、
童
話
約
１
２
０
０
編
、
随
筆
・
評
論
・

詩
な
ど
約
１
４
０
０
編
と
膨
大
な
も
の
で
す
。

こ
の
〝
未
明
文
学
の
森
〟
と
も
い
え
る
膨
大
な

作
品
や
未
明
の
お
い
た
ち
に
つ
い
て
、
未
明
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教

育
大
学
副
学
長
・
小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導

員
）
の
解
説
に
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
解
説
が
わ
か
り
や
す
く
、

興
味
深
く
鑑
賞
し
た
」「
未
明
文
学
の
奥
深
さ

を
知
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
の
７
月
７
日
に
は
、
小
埜
氏
を
講
師

に
未
明
童
話
「
飴
チ
ョ
コ
の
天
使
」「
白
い
門

の
あ
る
家
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く
公
開
講

座
を
開
催
し
、
43
人
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

特
別
展

 

〈
小
川
未
明
と
『
赤
い
鳥
』〉

〈
会　

期
〉
10
月
13
日
～
12
月
９
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
来
場
者
数
〉
３
１
９
０
人　

児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
創
刊
１
０
０
年
を
記

念
し
て
、
鈴
木
三み
え
き
ち

重
吉
が
未
明
に
宛
て
た
書
簡

や
未
明
の
蔵
書
な
ど
の
関
連
資
料
１
５
０
点
を

展
示
し
、
鈴
木
三
重
吉
と
小
川
未
明
の
つ
な
が

り
、『
赤
い
鳥
』
に
発
表
さ
れ
た
未
明
作
品
、

『
赤
い
鳥
』
か
ら
未
明
主
宰
の
児
童
雑
誌
『
お

話
の
木
』
に
至
る
ま
で
の
未
明
の
創
作
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
大
正
期
の
未
明
の
創
作

活
動
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「『
赤
い
鳥
』
を
は

じ
め
と
す
る
児
童
雑
誌
が
一
堂
に
紹
介
さ
れ
て

い
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
10
月
14
日
に

は
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協

力
に
よ
る
特
別
展
お
は
な
し
会
を
開
催
し
、
23

人
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、『
赤
い
鳥
』
に
発
表
さ
れ
た
未
明

童
話
の
代
表
作
「
月
夜
と
眼
鏡
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
ラ
イ
ト
を
作
る
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
24
人
の
方
か
ら
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
詳
細
は
【
報
告
】
特
別
展
８
頁
に
掲
載
）

文
学
館
１
年
の
記
録

出張企画展〈未明文学の森〉公開講座 出張企画展〈未明文学の森〉 特別展〈第26回小川未明文学賞受賞記念展〉

報
　
告
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■
関
連
イ
ベ
ン
ト
　
特
別
展
記
念
講
演
会

「
童
心
」
の
理
想

―
小
川
未
明
・『
赤
い
鳥
』
と
大
正
の
社
会

　

河
原
和
枝
氏
（
甲
南
女
子
大
学
教
授
）

〈
日
に
ち
〉
10
月
21
日

〈
会　

場
〉
高
田
図
書
館
会
議
室

〈
参
加
者
〉
25
人　
　
　
　
　

中
公
新
書
『
子
ど
も
観
の
近
代
―『
赤
い
鳥
』

と
「
童
心
」
の
理
想
』（
中
央
公
論
社　

１
９
９

８
年
）
の
著
者
・
河
原
和
枝
氏
を
講
師
に
、
社

会
学
的
な
見
地
か
ら
『
赤
い
鳥
』
と
大
正
期
の

社
会
、『
赤
い
鳥
』
に
発
表
さ
れ
た
未
明
童
話

の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
詳
細
は
【
報
告
】
特
別
展
記
念
講
演
会
９
～

10
頁
に
掲
載
）

企
画
展

 

〈
未
明
文
学
の
森
―
お
い
た
ち
と
作
品
―　

ア
ン
コ
ー
ル
展
〉

〈
会　

期
〉
12
月
15
日
～
１
月
14
日
、

　
　
　
　

 

２
月
７
日
～
２
月
24
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
来
場
者
〉
１
９
８
５
人

出
張
企
画
展
〈
未
明
文
学
の
森
―
お
い
た
ち

と
作
品
―
〉（
会
場
：
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
）
が
好

評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
館
を
会
場
に
小
説

集
『
悩
ま
し
き
外
景
』（
天
佑
社　

１
９
１
９

年
（
大
正
８
）
８
月
）
や
童
話
集
『
ド
ラ
ネ
コ

と
烏
』（
岡
村
書
店　

１
９
３
６
年
（
昭
和

11
）
12
月
）
な
ど
の
資
料
を
加
え
て
再
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

特
集
展
示
１

 

〈
教
科
書
の
中
の
小
川
未
明

　
―
も
う
一
度
読
み
た
い
、
あ
の
作
品
〉

〈
会　

期
〉
３
月
24
日
～
６
月
28
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
常
設
展
示
場

「
春
が
、
も
う
来
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

だ
け
で
、
私
た
ち
の
心
は
、
喜
び
と
希
望
に
み

つ
る
。」
こ
れ
は
、
未
明
の
随
筆
「
春
、
都
会
、

田
園
」（『
童
話
雑
感
及
小
品
』
文
化
書
房　

１
９
３
２
年
（
昭
和
７
）
７
月
）
の
冒
頭
に
述

べ
ら
れ
た
こ
と
ば
で
す
。
春
は
「
喜
び
と
希

望
」
に
満
ち
た
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。

学
校
で
は
真
新
し
い
教
科
書
が
子
ど
も
達
の
手

に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

未
明
童
話
の
中
か
ら
は
「
野の

ば

ら
薔
薇
」「
月
夜

と
眼め
が
ね鏡

」「
五
月
の
川
の
中
」「
殿
様
の
茶
わ

ん
」
な
ど
が
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
本
展
で
は
、
１
９
４
９
年
（
昭
和
24
）
以

降
の
小
中
学
校
の
国
語
の
教
科
書
の
中
か
ら
、

未
明
作
品
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
12
点
を
紹
介
し

ま
し
た
。

特
集
展
示
２

 

〈
学
年
別
学
習
雑
誌
と
小
川
未
明
〉

〈
会　

期
〉
６
月
30
日
～
９
月
27
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
常
設
展
示
場

未
明
が
幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
と
し
た
学

年
別
学
習
雑
誌
に
童
話
を
発
表
し
た
の
は
、

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）
か
ら
１
９
５
７
年

（
昭
和
32
）
に
か
け
て
の
こ
と
で
、
そ
の
数
は

確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
１
１
５
作
品
に
上
り

ま
す
。
学
年
別
学
習
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
未
明

童
話
は
、
子
ど
も
の
生
活
や
心
の
あ
り
方
を
重

視
し
、
成
長
過
程
に
あ
わ
せ
て
書
き
分
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

未
明
は
『
未
明
カ
タ
カ
ナ
童
話
集
』・『
未
明

ひ
ら
か
な
童
話
集
』（
１
９
３
６
年
（
昭
和

11
）
文
教
書
院
）
の
序
文
に
「
低
学
年
の
子
供

達
の
た
め
に
、
彼
等
の
生
活
の
中
心
と
し
て
考

へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
等
の
児
童
達
の
特
殊
性
に

つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
、
そ
れ

等
を
考
慮
し
て
、
こ
の
種
の
作
品
を
書
く
場
合

に
は
、
い
つ
も
分
り
易
い
文
学
で
、
無
邪
気
な

美
し
い
絵
を
描
く
と
い
ふ
よ
う
な
心
持
で
ゐ
た

の
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

未
明
は
対
象
年
齢
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
に

次
第
に
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
晩
年

に
至
る
ま
で
学
年
別
学
習
雑
誌
に
童
話
を
発
表

し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
未
明
童
話
が
掲
載
さ

れ
た
幼
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
学
年
別
学

習
雑
誌
24
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

特別展〈小川未明と『赤い鳥』〉企画展〈未明文学の森　アンコール展〉特集展示２〈学年別学習雑誌と小川未明〉

『改訂 新しい国語 五年上』
東京書籍 1952 年

小川未明「殿様の茶わん」掲載
小川英晴氏寄託
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特
集
展
示
３

〈
新
収
蔵
資
料
「
死
刑
囚
の
写
真
」〉

〈
会　

期
〉
９
月
29
日
～
12
月
19
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
常
設
展
示
場

新
収
蔵
資
料
で
あ
る
未
明
自
筆
原
稿
「
死
刑

囚
の
写
真
」
は
、『
中
央
公
論
』
１
９
２
１
年

（
大
正
10
）
２
月
に
発
表
さ
れ
、『
雨
を
呼
ぶ

樹
』
な
ど
４
冊
の
小
説
集
に
収
録
さ
れ
た
重
要

な
小
説
で
す
。
未
明
は
１
９
１
４
年
（
大
正

３
）
と
１
９
１
８
年
（
大
正
７
）
に
長
男
・
長

女
を
貧
し
さ
の
た
め
に
亡
く
し
ま
す
。
そ
の
苦

し
み
に
耐
え
、
虐
げ
ら
れ
た
人
々
の
た
め
に
不

平
等
な
社
会
と
戦
う
こ
と
を
決
意
し
、
盛
ん
に

社
会
主
義
的
な
小
説
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
亡
く
な
っ
た
子
へ
の
鎮
魂
歌
の

よ
う
な
童
話
「
金
の
輪
」
を
１
９
１
９
年
（
大

正
８
）
１
月
に
発
表
し
て
以
降
、
童
話
創
作
に

も
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。「
死
刑
囚
の
写

真
」
を
発
表
し
た
年
に
は
、
小
説
24
編
、
童
話

40
編
を
創
作
。
こ
の
中
に
は
「
赤
い
蝋ろ
う
そ
く燭
と
人

魚
」「
殿と
の
さ
ま様
の
茶ち
ゃ
わ
ん碗
」「
角
笛
吹
く
子
」
な
ど
、

今
で
も
読
み
継
が
れ
る
名
作
が
あ
り
ま
す
。

本
展
で
は
、
自
筆
原
稿
と
と
も
に
、「
死
刑
囚

の
写
真
」
発
表
当
時
の
未
明
を
取
り
巻
く
状
況
、

同
時
期
に
書
か
れ
た
小
説
・
童
話
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

特
集
展
示
４

〈
紹
介
展　
未
明
童
話
と
親
し
も
う
〉

〈
会　

期
〉
12
月
22
日
～
３
月
19
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
常
設
展
示
場

当
館
で
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
月

替
わ
り
で
未
明
童
話
１
作
品
を
冊
子
に
し
て
紹

介
す
る
、
こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
未
明
童
話
と

親
し
も
う
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
平
成
30
年
度
で
紹
介
し
た
「
マ

ア
チ
ャ
ン
ト
ト
ン
ボ
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

１
９
３
３
年
（
昭
和
８
）
５
月
）、「
兄
弟
ノ
野

ネ
ズ
ミ
」（『
コ
ド
モ
ノ
ヒ
カ
リ
』
１
９
３
７
年

（
昭
和
12
）
１
月
）
な
ど
の
書
籍
・
雑
誌
12
点

を
展
示
し
、
素
敵
な
挿
絵
と
と
も
に
未
明
童
話

を
読
み
返
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
ま
し
た
。

【
各
種
講
座
な
ど
】

朗
読
研
修
会

〈
日
に
ち
〉
６
月
８
日
・
６
月
22
日
・

　
　
　
　

 
７
月
６
日
の
全
３
回

〈
会　

場
〉　

高
田
図
書
館
会
議
室

〈
参
加
者
〉
26
人

橘
由
貴
氏
（
朗
読
療
法
士
・
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）
を
講
師
に
、
朗
読
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
基
本
的
な
声
の
作
り
方
や
表
現
力

の
磨
き
方
、
発
声
練
習
方
法
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、
未
明
童
話
「
金
魚
売
」

（『
赤
い
鳥
』
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
）
６

月
）
を
題
材
に
実
践
的
な
朗
読
を
行
い
、
講
師

か
ら
個
々
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
講

師
の
朗
読
を
聴
き
、
受
講
者
の
今
後
の
朗
読
練

習
の
参
考
に
し
ま
し
た
。

童
話
創
作
講
座

〈
日
に
ち
〉
６
月
16
日
・
７
月
21
日
・

　
　
　
　

 

７
月
28
日
の
全
３
回

〈
会　

場
〉　

高
田
図
書
館
会
議
室

〈
参
加
者
〉
13
人

小
川
未
明
文
学
賞
の
最
終
選
考
委
員
で
あ
る

佐
々
木
赫か
く
こ子

氏
（
児
童
文
学
作
家
）
を
講
師
に
、

短
編
童
話
の
書
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
テ
ー
マ
や
構
成
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
後
、
受
講
者
各
自
が
創
作
し
た
童

話
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
受

講
者
同
士
で
お
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
、
今
後
の
創
作
の
参
考
に
し
ま
し
た
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
の
作
品
は
、「
童
話
創
作
講

座
受
講
者
作
品
集
」
と
し
て
、
文
学
館
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
や
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム 

小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭

〈
日
に
ち
〉
８
月
26
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
参
加
者
〉
２
９
２
人

未
明
童
話
や
文
学
館
に
さ
ら
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
小
川
未
明
文
学

館
こ
ど
も
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
未
明
童
話
「
月
夜

と
眼め
が
ね鏡
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
ぬ
り
絵
、
か
げ
絵
の
ほ
か
、
未
明
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
る
お
は
な

し
会
を
行
い
、
幼
児
か
ら
小
学
生
を
中
心
に
大

勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特集展示 3〈新収蔵資料「死刑囚の写真」〉朗読研修会童話創作講座

報
　
告
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文
学
館
講
座

〈
日
に
ち
〉
10
月
20
日
・
11
月
17
日
・

　
　
　
　

 

12
月
１
日

〈
会　

場
〉
高
田
図
書
館
会
議
室

〈
参
加
者
〉
延
べ
71
人

特
別
展
「
小
川
未
明
と
『
赤
い
鳥
』」
の
開

催
に
あ
わ
せ
て
、
未
明
文
学
や
児
童
雑
誌
『
赤

い
鳥
』
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
３
回
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
第
１
回 

小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教

育
大
学
副
学
長
・
小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導

員
）、
第
２
回 

柿
本
真
代
氏
（
仁
愛
大
学
人
間

生
活
学
部
子
ど
も
教
育
学
科
講
師
）、
第
３
回 

渋
谷
百
合
絵
氏
（
秀
明
大
学
学
校
教
師
学
部
専

任
講
師
）
で
し
た
。

（
詳
細
は
【
報
告
】
文
学
館
講
座
11
～
16
頁
に

掲
載
）

文
学
館
お
は
な
し
会

〈
日　

時
〉
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日 

午
後
２
時
～

〈
会　

場
〉
文
学
館
ビ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

〈
参
加
者
〉
延
べ
２
６
９
人

未
明
童
話
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
未
明
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
未

明
童
話
を
中
心
と
し
た
お
は
な
し
会
（
朗
読

会
）
を
23
回
開
催
し
ま
し
た
。

出
張
お
は
な
し
会

未
明
童
話
に
出
会
う
機
会
を
よ
り
多
く
の
子

ど
も
達
に
提
供
す
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
小

学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
出
向
い
て
、
お
は
な
し
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
市
内
小
学
校
20
校
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
16
か
所
、
合
計
36
か
所

（
１
３
１
５
人
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム 

未
明
童
話
と
親
し
も
う

―
こ
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
未
明
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

未
明
童
話
と
い
え
ば
「
赤
い
蝋ろ

う
そ
く燭

と
人
魚
」、

「
月
夜
と
眼め
が
ね鏡

」
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
こ
の

ほ
か
に
も
素
晴
ら
し
い
童
話
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
子
ど
も
達
に
読
ん
で
も
ら
う
た

め
、
月
替
わ
り
で
未
明
童
話
１
作
品
を
冊
子
に

し
て
無
償
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
作
品
は
、
幼

児
か
ら
小
学
校
の
低
中
学
年
向
け
の
童
話
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
配
布
し
、
ス
タ
ン
プ
数
に
応
じ
て
、

文
学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

【
そ
の
他
関
連
事
業
】

小
川
未
明
連
絡
会
議
合
同
イ
ベ
ン
ト

〈
未
明
童
話
の
世
界
を
感
じ
よ
う
〉

〈
日
に
ち
〉
11
月
23
日

〈
会　

場
〉
上
越
文
化
会
館

「
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
」（
上

越
文
化
会
館
主
催
）
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
小

川
未
明
連
絡
会
議
構
成
団
体
に
よ
る
合
同
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
出
張
小
川
未
明
文
学
館
」
と
し
て
、
未
明

紹
介
パ
ネ
ル
の
展
示
、
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

来
場
者
へ
の
「
月
夜
と
眼
鏡
」
テ
キ
ス
ト
無
償

配
布
、
絵
本
読
書
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
小
川
未
明
研
究
会
（
小
埜
裕
二

氏
主
宰
）
に
よ
る
未
明
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

販
売
、
高
田
文
化
協
会
に
よ
る
童
話
「
月
夜
と

眼
鏡
」
に
ち
な
ん
だ
小
学
生
の
図
工
作
品
の
展

示
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座
、
民
間
企
業
に
よ

る
未
明
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ー
ド
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

第
27
回　
小
川
未
明
文
学
賞
贈
呈
式　

〈
日
に
ち
〉
３
月
30
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

小
川
未
明
の
文
学
精
神
を
次
世
代
に
継
承
し
、

子
ど
も
達
の
心
に
夢
と
希
望
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
、
１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
に
創
設
さ
れ

た
小
川
未
明
文
学
賞
の
贈
呈
式
を
当
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
大
賞
は
藤
村
沙
希
氏
の

「
湊
ま
ち
の
寅
吉
」、
優
秀
賞
は
河
村
一
美
氏

「
昔
、
瞽ご

ぜ女
さ
ん
が
雁
木
の
町
を
歩
い
て
い
た

ん
だ
よ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

（
大
賞
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
は
【
小
川
未
明
文

学
賞
】
17
頁
に
掲
載
）

小川未明文学館こども祭（ペーパークラフト）小川未明文学館こども祭（おはなし会）第 27 回小川未明文学賞贈呈式
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平
成
30
年
度
特
別
展

　

 
小
川
未
明
と
『
赤
い
鳥
』

〈
会　

期
〉
10
月
13
日
～
12
月
９
日

〈
会　

場
〉
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
に
創
刊
１
０
０
年

を
迎
え
た
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
と
小
川
未
明

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
特
別
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

『
赤
い
鳥
』
は
広
島
市
出
身
の
小
説
家
・
児

童
文
学
者
で
あ
る
鈴
木
三み
え
き
ち

重
吉
が
主
宰
し
た
児

童
雑
誌
で
す
。
１
９
１
８
年
（
大
正
７
）
７
月

に
創
刊
し
、
途
中
２
年
ほ
ど
の
休
刊
を
は
さ
み

な
が
ら
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
10
月
に
終
刊

す
る
ま
で
の
約
16
年
間
に
１
９
６
冊
が
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。
芸
術
性
豊
か
な
童
話
・
童
謡
の
創

造
を
め
ざ
し
、
芥
川
龍
之
介
、
有
島
武
郎
、
北

原
白
秋
な
ど
の
一
流
の
作
家
・
詩
人
が
『
赤
い

鳥
』
に
携
わ
り
、
日
本
の
児
童
文
学
・
児
童
音

楽
の
創
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

小
川
未
明
が
三
重
吉
の
運
動
に
協
力
し
て

『
赤
い
鳥
』
に
作
品
を
発
表
す
る
の
は
、

１
９
１
８
年
（
大
正
７
）
８
月
号
か
ら
で
す
。

１
９
１
８
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
「
紅
い
雲
」、

「
赤
い
鳥
」
の
詩
２
編
を
発
表
（
１
編
は
再

掲
）、
童
話
は
１
９
２
０
年
（
大
正
９
）
１
月

号
に
「
酔
つ
ぱ
ら
ひ
星
」
を
発
表
し
て
以
後
、

１
９
２
９
年
（
昭
和
４
）
１
月
号
の
「
赤
い
ガ

ラ
ス
の
宮
殿
」
に
至
る
ま
で
約
10
年
に
わ
た
り

41
編
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
な
か
に
は
、

「
黒
い
人
と
赤
い
橇そ
り

」、「
月
夜
と
眼め
が
ね鏡
」、「
気

ま
ぐ
れ
の
人
形
師
」、「
飴
チ
ョ
コ
の
天
使
」、

「
金
魚
売
」
な
ど
、
名
作
と
し
て
知
ら
れ
る
未

明
童
話
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。『
赤
い
鳥
』
は
、

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
６
月
の
三
重
吉
の
死

に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
す
。
未
明
は
同
年
10
月

に
刊
行
さ
れ
た
『
鈴
木
三
重
吉
追
悼
号
』
に

『
赤
い
鳥
』
最
後
の
発
表
作
と
な
る
「
谷
間
の

四
十
雀
」
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

■
未
明
と
三
重
吉

　

小
川
未
明
と
鈴
木
三
重
吉
は
と
も
に
１
８
８

２
年
（
明
治
15
）
生
ま
れ
で
、
そ
の
足
跡
に
は

類
似
性
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

未
明
は
坪
内
逍
遥
、
三
重
吉
は
夏
目
漱
石
と

い
う
優
れ
た
師
と
出
会
い
、
才
能
を
見
出
さ
れ

て
小
説
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
ネ
オ
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
の
旗
手
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
三
重
吉
は
小
説
家
と
し
て
の
行
き
詰
ま

り
を
感
じ
て
１
９
１
５
年
（
大
正
４
）
に
小
説

の
筆
を
折
り
ま
す
。
そ
し
て
、
１
９
１
６
年
の

長
女
す
ず
の
誕
生
を
機
に
児
童
文
学
の
道
へ
と

進
み
ま
す
。
一
方
、
未
明
は
１
９
１
４
年
（
大

正
３
）
に
長
男
哲
文
、
１
９
１
８
年
（
大
正

７
）
に
長
女
晴
代
を
病
気
で
亡
く
し
ま
す
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
空
間
や
時
間
、
生
死
に
左
右
さ
れ

な
い
永
遠
の
美
の
世
界
を
童
話
の
中
に
見
出
し
、

童
話
ひ
と
す
じ
に
生
き
る
決
意
を
固
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

三
重
吉
は
我
が
子
の
誕
生
、
未
明
は
我
が
子

の
死
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
児
童
文
学
の
道
へ

と
進
み
ま
す
。
そ
し
て
、
三
重
吉
は
『
赤
い

鳥
』
の
主
宰
者
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
、
未
明

は
『
赤
い
鳥
』
を
は
じ
め
と
す
る
児
童
雑
誌
に

創
作
童
話
を
次
々
と
発
表
し
、
童
話
作
家
と
し

て
の
地
位
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。

■
展
示
資
料
よ
り

　

特
別
展
で
紹
介
し
た
資
料
の
中
か
ら
二
人
の

つ
な
が
り
を
示
す
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

　

１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
に
三
重
吉
は
自
宅

を
出
版
社
に
し
て
『
現
代
名
作
集
』
20
冊
を
刊

行
し
ま
す
。
こ
の
第
６
編
が
『
紫
の
ダ
リ
ヤ
』

１
９
１
５
年
（
大
正
４
）
で
す
。
未
明
の
小
説

「
紫
の
ダ
リ
ヤ
」
と
「
薔ば

ら薇
と
巫み

こ女
」
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
三
重
吉
は
序
文
に
「
紫
の
ダ
リ

ヤ
」
を
「
未
明
氏
の
最
近
の
作
風
を
代
表
し
得

る
佳
作
で
あ
る
」、「
薔
薇
と
巫
女
」
を
「
独
特

の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
代
表
す
べ
き
第
一
位

の
傑
作
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
三
重
吉
が
未
明
に
宛
て
た
書
簡

一
通
を
小
川
家
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
丸
善
版
『
未
明
童
話
集
１
』（
１
９
２

７
年
（
昭
和
２
）
１
月
、
装
幀
・
武
井
武
雄
、

挿
画
・
初
山
滋
）
を
見
た
三
重
吉
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
御
立
派
な
本
が
出
ま
し

て
、
御
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。
装
幀
、
用
紙
、

印
刷
等
申
分
な
く
、
す
べ
て
自
分
の
こ
と
の
や

う
に
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。
こ
れ
で
貴
君
の
御

努
力
の
一
端
が
聊
い
さ
さ
か

か
酬む

く

ひ
ら
れ
た
や
う
な
気

が
し
ま
す
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
赤
い

鳥
』
主
宰
者
の
三
重
吉
か
ら
「
装
幀
、
用
紙
、

印
刷
等
申
分
」
な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
未

明
に
と
っ
て
最
高
の
賛
辞
で
あ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

小川未明所蔵『紫のダリヤ』
（1915年　編集兼発行者：
鈴木三重吉、装幀：津田青
楓、小川英晴氏寄託）

小川未明所蔵『小さな草と
太陽』（1922年　赤い鳥社、
表紙絵：清水良雄、小川英
晴氏寄託）

小川健作（未明）宛鈴木三重吉書簡
（1927年２月23日、小川英晴氏寄託）

報
　
告
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「
童
心
」
の
理
想

―
小
川
未
明
・『
赤
い
鳥
』
と
大
正
の
社
会

　

講
師
：
河
原
和
枝
氏
（
甲
南
女
子
大
学
教
授
）

　

期
日
：
平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）

　

会
場
：
高
田
図
書
館
会
議
室

■
「
お
伽
噺
」
の
時
代

　

『
赤
い
鳥
』
は
、
児
童
文
学
の
歴
史
に
お
い

て
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
が
、

私
は
社
会
学
の
立
場
か
ら
、『
赤
い
鳥
』
を
中

心
と
し
た
大
正
期
の
童
話
・
童
謡
運
動
が
、
た

ん
に
児
童
文
学
の
中
の
出
来
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、

当
時
の
社
会
意
識
と
深
く
関
わ
り
、
今
日
ま
で

続
く
「
子
ど
も
観
」
を
生
み
出
す
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
読
み
物
は
、
作
者

は
大
人
で
す
の
で
、
大
人
の
子
ど
も
観
、
そ
の

時
代
の
社
会
の
子
ど
も
観
を
映
す
鏡
と
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
明
治
、
大
正
、
戦
後
で
は
、

呼
称
が
、
お
伽と
ぎ
ば
な
し噺
、
童
話
、
児
童
文
学
と
変

わ
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
れ
も
、
そ
の
変
化

と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
明
治
に
は
、
お
伽
噺
の
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
で
最
初
の
創
作
児
童
文
学
は
、

明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
の
巌い
わ
や谷
小さ
ざ
な
み波
の
『
こ

が
ね
丸
』
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
同
作
で
成

功
し
た
小
波
は
、
雑
誌
『
少
年
世
界
』
で
創
作

お
伽
噺
を
書
い
た
ほ
か
、
日
本
と
世
界
の
昔
話

や
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
「
お
伽
噺
」
と
し
て

次
々
と
世
に
出
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
た
い
へ

ん
愛
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
20
年
代
の
教
育
界
で

は
、
空
想
を
描
く
お
伽
噺
は
事
実
で
は
な
い
か

ら
い
け
な
い
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
の
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
子
ど
も
を

楽
し
ま
せ
な
が
ら
教
育
す
る
の
に
役
立
つ
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
お

伽
噺
と
い
う
ツ
ー
ル
を
用
い
て
大
人
が
子
ど
も

を
導
く
、
と
い
う
観
点
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
た

り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

次
の
童
話
の
時
代
に
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
観

点
が
登
場
し
て
き
ま
す
。

■
『
赤
い
鳥
』
の
誕
生

　

『
赤
い
鳥
』
は
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）、

夏
目
漱
石
の
弟
子
の
鈴
木
三み
え
き
ち

重
吉
に
よ
り
創
刊

さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
従
来
の
お
伽
噺
や
子
ど
も

向
け
の
通
俗
小
説
、
官
製
の
唱
歌
を
否
定
し
て
、

芸
術
的
な
童
話
・
童
謡
を
提
唱
し
ま
し
た
。
三

重
吉
は
、『
赤
い
鳥
』
の
標モ
ッ
ト
ー

榜
語
で
、
当
時
、

流
行
し
て
い
た
子
ど
も
の
読
み
物
の
多
く
を

「
そ
の
俗
悪
な
表
紙
が
多
面
的
に
象
徴
し
て
い

る
如
く
、
い
か
に
も
下
劣
極
ま
る
も
の
で
あ

る
」
と
非
難
し
、「
こ
ん
な
も
の
が
子
ど
も
の

真
純
を
侵
害
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た

ん
に
思
考
す
る
だ
け
で
も
怖
ろ
し
い
」
と
述
べ

て
、「
真
純
」「
純
麗
」
な
子
ど
も
に
ふ
さ
わ
し

い
読
み
物
が
必
要
で
あ
る
と
説
き
ま
す
。
彼
は

子
ど
も
の
読
み
物
作
家
の
な
か
で
、
小
川
未
明

だ
け
は
評
価
し
て
い
ま
す
が
、
未
明
も
三
重
吉

と
同
様
に
ロ
マ
ン
主
義
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
子
ど
も
を
「
特
別
な
存
在
」
と
見
る
ロ

マ
ン
主
義
的
な
観
点
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
三

重
吉
は
お
伽
噺
作
家
を
排
し
、
文
壇
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
第
一
流
の
大
人
の
文
学

の
作
家
や
詩
人
を
『
赤
い
鳥
』
に
動
員
し
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
教
育
現
場
で
は
、
画
一
的
な
明
治

の
教
育
を
批
判
す
る
大
正
自
由
教
育
運
動
が
お

こ
り
、
こ
れ
に
関
心
が
あ
る
教
師
が
『
赤
い

鳥
』
な
ど
の
童
話
雑
誌
を
教
材
と
し
て
用
い
ま

し
た
。
ま
た
、
都
市
で
は
近
代
的
な
新
し
い
雰

囲
気
を
好
む
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
が
誕
生
し
ま

す
。『
赤
い
鳥
』
は
表
紙
も
ハ
イ
カ
ラ
で
、
こ

の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
好
み
に
合
致
し
て
い

ま
す
。
一
定
の
家
庭
で
の
読
者
が
あ
り
、
学
校

で
も
使
わ
れ
た
こ
と
、
文
壇
を
動
員
し
社
会
の

関
心
を
ひ
い
た
こ
と
な
ど
が
、
こ
の
運
動
を
全

国
的
な
も
の
に
し
ま
し
た
。『
赤
い
鳥
』
の
成

功
に
導
か
れ
、『
金
の
船
』『
童
話
』
な
ど
の
雑

誌
が
続
々
と
創
刊
さ
れ
、
童
話
・
童
謡
の
黄
金

時
代
が
到
来
し
ま
す
。

　
■
『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
た
ち

　

『
赤
い
鳥
』
に
描
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

大
き
く
分
け
て
「
良
い
子
」「
弱
い
子
」「
純
粋

な
子
」
の
三
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

「
良
い
子
」
は
観
念
的
な
良
い
子
で
す
。
現

実
の
社
会
は
と
も
か
く
、
子
ど
も
は
平
等
で
仲

良
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
市
民
社
会
型
の

モ
ラ
ル
を
体
現
し
た
良
い
子
で
す
。
あ
る
い
は
、

有
島
武
郎
の
「
一
房
の
葡ぶ
ど
う萄
」
に
描
か
れ
た
よ

う
な
内
省
的
な
良
い
子
。『
赤
い
鳥
』
で
は
行

動
的
な
子
は
少
な
く
、
内
面
で
葛
藤
す
る
子
、

反
省
す
る
子
が
良
い
子
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。

気
立
て
の
良
い
子
、
優
し
い
子
、
思
い
や
り
の

あ
る
子
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
積
極
的
で
、
自

立
し
て
行
動
す
る
良
い
子
が
描
か
れ
た
『
少
年

倶
楽
部
』
と
は
対
照
的
で
す
。

　

ま
た
、
心
や
体
の
弱
い
子
、
孤
児
な
ど
の
社

会
的
な
弱
者
と
し
て
の
「
弱
い
子
」
も
多
く
登

場
し
ま
す
。
当
時
の
作
家
た
ち
は
、
弱
さ
へ
の

感
受
性
が
と
て
も
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。
わ
ざ

わ
ざ
弱
さ
を
描
く
の
は
、
大
正
期
に
特
徴
的
な

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
も
あ
り
ま
す
が
、
弱
さ

に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

と
く
に
弱
者
を
描
き
、
そ
の
弱
さ
を
通
し
て
あ

る
種
の
理
想
主
義
を
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
の
が
、
小
川
未
明
で
す
。
未
明
童
話
に
は
、

多
く
の
弱
い
存
在
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
代
表
作
「
赤
い
蝋ろ
う
そ
く燭
と
人
魚
」
で

は
最
後
に
町
が
滅
び
、『
赤
い
鳥
』
の
「
黒
い

人
と
赤
い
橇そ
り

」
で
も
、
村
人
た
ち
の
小
舟
が
海

に
呑
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
結
末
を
迎
え
ま
す
。

売
ら
れ
た
人
魚
や
見
殺
し
に
さ
れ
た
人
々
、
弱

者
の
悲
し
み
が
、
激
し
い
復ふ
く
し
ゅ
う讐

の
正
義
と

な
っ
て
現
れ
る
の
で
す
。
北
国
の
海
の
暗
く
神

秘
的
な
情
景
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
幻
想
は
、

未
明
童
話
の
真
骨
頂
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
未

明
は
作
家
生
活
を
続
け
る
中
で
生
活
苦
の
辛
酸

特
別
展
記
念
講
演
会

（
講
演
要
旨
）
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を
な
め
、
長
男
と
長
女
を
亡
く
し
て
い
ま
す
。

彼
は
、
虐
げ
ら
れ
た
人
々
に
深
く
同
情
し
な
が

ら
も
、
彼
ら
が
世
の
中
を
諦
め
て
利
己
的
で
冷

酷
に
な
る
現
実
を
見
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
作

品
の
中
の
人
々
は
、
固
有
名
詞
で
描
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。
誰
も
が
被
害
者
で
あ
り
加
害
者
と
も

な
り
う
る
、
弱
者
の
不
幸
は
社
会
構
造
の
問
題

で
あ
る
と
、
未
明
が
考
え
て
い
た
た
め
で
す
。

　

未
明
は
弱
者
を
虐
げ
る
社
会
を
変
え
た
い
と

大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
に
日
本
社
会
主
義
同

盟
の
発
起
人
に
な
り
、
社
会
主
義
に
近
づ
き
ま

し
た
。
た
だ
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
資
質
か
ら
、

社
会
変
革
の
物
語
で
な
く
神
秘
的
・
超
越
的
な

力
に
よ
る
詩
的
正
義
の
実
現
に
よ
り
、
無
辜
の

者
の
不
幸
が
償
わ
れ
る
物
語
を
通
し
、
自
ら
の

理
想
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

「
純
粋
な
子
」
も
多
く
登
場
し
ま
す
。
た
と

え
ば
未
明
は
「
月
夜
と
眼
鏡
」
で
、
じ
つ
に
純

粋
で
美
し
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
を
描
い

て
い
ま
す
。
ま
た
「
酔
つ
ぱ
ら
ひ
星
」
の
よ
う

に
、「
良
い
子
」「
弱
い
子
」「
純
粋
な
子
」
の

三
つ
の
要
素
を
併
せ
持
つ
子
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
善
良
さ
」「
弱
さ
」

「
純
粋
さ
」
を
も
つ
、「
無
垢
」
な
る
子
ど
も

た
ち
が
『
赤
い
鳥
』
か
ら
次
々
と
生
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
大
正
期
の
作
家
や
詩
人
た
ち
は
、

「
無
垢
」
な
子
ど
も
を
描
く
と
と
も
に
、「
無

垢
＝
童
心
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
礼
賛
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
読
者
で
あ
る
子
ど
も
が
そ
れ
を
気
に

入
っ
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
す
。
童
心
の
大

切
さ
を
語
っ
て
い
た
童
話
雑
誌
は
戦
争
が
近
づ

く
大
正
末
期
の
時
流
に
合
わ
ず
、
売
れ
な
く
な

り
、
そ
れ
と
反
比
例
し
て
、「
偉
大
な
る
人
」

に
な
る
こ
と
を
少
年
の
理
想
と
し
て
掲
げ
た

『
少
年
倶
楽
部
』
が
大
躍
進
を
し
ま
す
。

■
「
童
心
」
の
時
代
―
―
童
心
の
礼
賛

　

未
明
や
北
原
白
秋
ら
『
赤
い
鳥
』
の
作
家
や

詩
人
は
、「
子
ど
も
こ
そ
大
人
の
理
想
で
あ

る
」「
大
人
が
童
心
を
失
う
と
堕
落
す
る
」
と

考
え
ま
し
た
。
こ
の
童
心
の
価
値
を
さ
ら
に
広

め
た
の
が
未
明
の
高
田
中
学
の
同
窓
生
、
相
馬

御
風
で
す
。
御
風
は
大
正
７
年
に
『
大
愚
良

寛
』
を
出
版
し
、
人
道
主
義
的
観
点
か
ら
良
寛

を
「
愛
の
人
」
と
呼
び
ま
し
た
。
が
、
童
心
が

も
て
は
や
さ
れ
、
世
の
ブ
ー
ム
に
な
る
と
良
寛

を
「
童
心
の
人
」
と
賛
仰
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
御
風
は
良
寛
に
つ
い
て
多
く
の
本
を
書
き
、

ま
だ
有
名
で
な
か
っ
た
越
後
の
僧
、
良
寛
を
全

国
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
正
期
の
童
話
・
童
謡
運
動
で

は
、
子
ど
も
を
「
無
垢
」
の
存
在
と
捉
え
、
童

心
を
大
人
の
導
き
の
糸
と
讃
え
た
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
戦
後
の
児
童
文
学
か
ら
は
、
童
話
は

現
実
の
子
ど
も
が
描
か
れ
て
い
な
い
、
子
ど
も

不
在
の
「
童
心
主
義
文
学
」
で
あ
る
と
し
て
批

判
さ
れ
ま
す
。
お
伽
噺
か
ら
童
話
へ
と
変
わ
っ

た
よ
う
に
戦
後
は
児
童
文
学
と
名
称
も
変
わ
り
、

子
ど
も
目
線
で
リ
ア
ル
な
子
ど
も
を
描
く
べ
き

だ
と
い
う
考
え
が
強
く
な
り
ま
す
。

■
副
次
価
値
と
し
て
の
〈
無
垢
〉　

　

日
本
社
会
は
明
治
維
新
以
降
、
近
代
化
、
産

業
化
が
進
み
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
消
費
生
活
も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
資
本
主
義

が
進
展
す
る
中
で
人
々
も
そ
の
価
値
観
を
身
に

つ
け
、
合
理
主
義
や
功
利
主
義
、
人
を
押
し
の

け
て
で
も
業
績
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
業
績
主
義

な
ど
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
社
会
で
善
良
さ
や
弱
さ
、
純
粋
さ
を
大

切
に
し
て
生
き
る
の
は
容
易
で
な
い
た
め
、
大

人
は
そ
の
気
持
ち
に
い
わ
ば
、
蓋
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
失
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
無

垢
の
理
想
は
ど
こ
か
に
置
い
て
お
き
た
い
の
で
、

当
時
の
知
識
人
た
ち
は
、
子
ど
も
を
無
垢
で
あ

る
と
信
じ
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
救
い

を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
童
心
が
礼
賛
さ
れ
、

非
常
に
観
念
的
な
無
垢
な
子
ど
も
が
描
か
れ
た

と
い
え
ま
す
。

　

社
会
学
で
は
、
社
会
に
必
要
な
価
値
で
あ
っ

て
も
社
会
の
支
配
的
な
価
値
観
（
優
勢
価
値
）

と
対
立
す
る
も
の
を
副
次
価
値
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
の
社
会
の
優
勢
価
値
は
合
理
主
義
や
功

利
主
義
、
業
績
主
義
で
す
が
、
副
次
価
値
も
失

く
せ
な
い
た
め
、
そ
れ
は
社
会
の
一
部
分
に
局

限
さ
れ
た
形
で
保
存
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
無

垢
は
副
次
価
値
と
し
て
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
の

中
に
保
持
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
大
人
は
近
代

社
会
の
価
値
体
系
の
対
極
に
あ
る
「
無
垢
（
童

心
）」
の
価
値
を
子
ど
も
に
割
り
当
て
、
そ
こ

に
救
い
や
希
望
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

今
日
の
高
度
な
資
本
主
義
社
会
に
あ
る
私
た

ち
に
も
、
大
正
期
の
人
々
と
同
様
に
無
垢
の
価

値
は
必
要
で
す
。
で
す
か
ら
、
し
ば
し
童
心
に

帰
る
た
め
に
絵
本
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
り
、
優

れ
た
未
明
童
話
が
私
た
ち
を
魅
了
す
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

報
　
告
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小
川
未
明
と
鈴
木
三
重
吉

―
『
赤
い
鳥
』
の
磁
場
と
影
響
に
つ
い
て

　　

講
師
：
小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
副
学

　
　
　
　

長
・
小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）

　

期
日
：
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）

　

会
場
：
高
田
図
書
館
会
議
室

■
は
じ
め
に

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
は
『
赤
い
鳥
』
創

刊
１
０
０
年
目
と
な
り
、
主
宰
の
鈴
木
三
重
吉

を
再
評
価
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
小

川
未
明
は
『
赤
い
鳥
』
に
詩
２
編
・
童
話
42
編

を
発
表
し
て
お
り
、
一
九
六
冊
刊
行
さ
れ
た
誌

面
の
約
５
分
の
１
に
作
品
が
載
っ
て
い
ま
す
。

未
明
と
『
赤
い
鳥
』
の
関
係
を
示
す
資
料
や
、

三
重
吉
と
未
明
の
交
友
関
係
、
逸
話
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
不
明
な
こ
と
が
多
い
で
す
。

■
未
明
と
三
重
吉

　

三
重
吉
の
長
男
珊
吉
が
「
未
明
と
三
重
吉
の

こ
と
」（『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集　

第
五

巻
』
月
報　

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）
７
月
）

で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。「
…
父
が
死

ん
だ
お
通
夜
の
と
き
、
…
未
明
が
…
亡
父
の
霊

前
に
対
座
し
た
か
と
思
う
と
入
道
の
よ
う
な
坊

主
く
り
の
巨
体
を
突
然
ふ
る
わ
せ
て
大
声
で
お

ん
お
ん
と
号
泣
さ
れ
た
。
…
亡
父
三
重
吉
に
対

す
る
心
を
同
じ
く
す
る
者
と
し
て
の
歎
き
悲
し

み
を
率
直
に
ぶ
っ
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
…
」。
二
人
は
疎
遠
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
三
重
吉
の
活
動
を
未
明
は
理
解
し
て

お
り
、
同
じ
子
ど
も
の
た
め
の
文
化
・
文
学
を

作
ろ
う
と
す
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

未
明
は
三
重
吉
の
死
去
後
に
「
童
話
へ
の
貢

献
者　

鈴
木
三
重
吉
氏
を
憶
う
」（『
読
売
新

聞
』
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
６
月
30
日
）
を

寄
稿
し
、
三
重
吉
を
自
身
と
同
じ
新
ロ
マ
ン
チ

シ
ズ
ム
の
旗
手
と
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
世
界

に
憧
れ
る
の
は
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
、
美
し
い
世

界
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
が
新
ロ
マ
ン
チ
シ

ズ
ム
で
、
三
重
吉
は
そ
の
落
ち
つ
く
先
を
童
話

に
見
出
し
、
子
ど
も
の
世
界
に
入
っ
て
い
っ
た

と
述
べ
て
い
ま
す
。
二
人
は
違
う
道
を
進
む
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
理
解
し
合
う
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
違
う
と
こ
ろ
は
社
会
体
制
を
変

え
て
い
く
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
、
三
重
吉

は
変
え
ず
に
社
会
を
維
持
す
る
、
未
明
は
資
本

主
義
社
会
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
し
た
。

　

三
重
吉
は
未
明
と
違
っ
て
両
親
を
早
く
に
亡

く
し
て
お
り
、
我
が
子
の
将
来
を
思
っ
て
『
赤

い
鳥
』
を
創
り
ま
す
。
未
明
は
１
９
１
４
年

（
大
正
３
）
に
長
男
哲
文
、
１
９
１
８
年
（
大

正
７
）
に
長
女
晴
代
を
亡
く
し
ま
す
。
二
人
の

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
三
重
吉
と
、
二
人
の
子
ど

も
が
亡
く
な
っ
た
未
明
と
の
大
き
な
差
。
生
ま

れ
た
子
に
立
派
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

三
重
吉
と
、
貧
し
く
て
子
ど
も
の
治
療
も
で
き

ず
、
悔
し
い
思
い
を
持
ち
な
が
ら
社
会
を
変
え

た
い
と
考
え
た
未
明
と
は
違
い
ま
す
。
三
重
吉

は
『
赤
い
鳥
』
に
社
会
主
義
的
な
色
彩
を
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
二
人
は
子
ど
も
の
童
心
を
大

事
に
す
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
な
が
ら
、
親

し
い
関
係
で
は
な
く
、
互
い
に
並
行
し
て
自
分

の
世
界
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
重
吉
と
未
明
は
同
じ
１
８
８
２
年
（
明
治

15
）
生
ま
れ
で
す
。
三
重
吉
は
悦
二
・
ふ
さ
の

三
男
と
し
て
広
島
市
に
生
ま
れ
、
未
明
は
澄

晴
・
千
代
の
長
男
、
一
人
っ
子
と
し
て
上
越
市

に
生
ま
れ
ま
す
。
三
重
吉
は
東
京
帝
国
大
学
英

文
科
で
学
び
、
夏
目
漱
石
の
講
義
を
受
け
、
未

明
は
早
稲
田
大
学
英
文
科
で
学
び
、
坪
内
逍
遥

の
教
え
を
受
け
ま
す
。
三
重
吉
は
１
９
０
６
年

（
明
治
39
）
に
「
千
鳥
」
を
、
未
明
は
１
９
０

４
年
（
明
治
37
）
に
「
漂
浪
児
」
を
発
表
し
文

壇
に
登
場
し
ま
す
。

　

三
重
吉
は
１
９
１
５
年
（
大
正
４
）
か
ら

『
三
重
吉
全
作
集
』
を
刊
行
し
ま
す
が
、
小
説

家
と
し
て
の
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
小
説
の
筆

を
折
り
ま
す
。
童
話
を
書
き
始
め
る
の
は

１
９
１
６
年
（
大
正
５
）
に
娘
が
生
ま
れ
た
た

め
で
、
両
親
を
亡
く
し
て
い
た
三
重
吉
に
と
っ

て
娘
の
誕
生
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
し
た
。

未
明
は
長
男
・
長
女
を
亡
く
し
て
童
話
に
専
念

す
る
よ
う
に
な
り
、
１
９
２
６
年
（
大
正
15
）

童
話
作
家
宣
言
を
し
て
小
説
の
筆
を
折
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
世
界
に
本
領
を
見
出
し
た
二
人
で

す
が
、
三
重
吉
は
創
作
童
話
を
作
り
ま
せ
ん
で

し
た
。『
赤
い
鳥
』
の
経
営
者
と
し
て
、
子
ど

も
の
詩
想
・
情
操
を
高
め
る
た
め
に
文
化
・
教

育
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
ま
し
た
。
三
重
吉
は

作
ら
せ
る
側
に
ま
わ
り
、
未
明
は
作
る
側
に
い

ま
し
た
。
童
話
世
界
に
自
己
の
天
分
を
見
出
し
、

縦
横
無
尽
に
童
話
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
未
明
と
の
違
い
は
明
ら
か
で
す
。
三
重
吉
は

文
章
家
・
教
育
者
で
、『
赤
い
鳥
』
と
い
う
舞

台
で
児
童
文
化
を
開
拓
し
、「
日
本
児
童
文
化

の
父
」
と
よ
ば
れ
ま
し
た
。

■
『
赤
い
鳥
』
と
未
明
童
話

　

三
重
吉
は
１
９
１
８
年
（
大
正
７
）
に
『
赤

い
鳥
』
を
創
刊
し
ま
す
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
機
運
も
重
な
り
、
創
刊
後
４
年
間
は
購
読
者

も
多
く
、
経
営
は
安
定
し
て
い
ま
し
た
。『
金

の
船
』、『
童
話
』
な
ど
の
『
赤
い
鳥
』
類
似
雑

誌
の
簇そ
う
し
ゅ
つ出を
見
る
ほ
ど
、
影
響
力
は
大
き
い
も

の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
の
関
東

大
震
災
以
後
の
社
会
不
安
を
背
景
に
し
た
〈
文

学
の
革
命
〉
の
隆
盛
、
昭
和
初
年
代
へ
続
く
不

景
気
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
廃
刊
に
追

い
こ
ま
れ
、『
赤
い
鳥
』
も
１
９
２
９
年
（
昭

和
４
）
に
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。『
赤

い
鳥
』
は
１
９
３
１
年
（
昭
和
６
）
に
復
刊
さ

文
学
館
講
座
（
講
座
要
旨
）

第
１
回
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報
　
告

れ
、
三
重
吉
の
死
に
よ
り
１
９
３
６
年
（
昭
和

11
）
に
終
刊
し
ま
す
。
そ
の
年
は
日
中
戦
争
勃

発
の
前
年
で
あ
り
、『
赤
い
鳥
』
の
終
刊
は
童

話
史
に
お
け
る
幸
福
な
流
れ
の
終
焉
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

１
９
１
８
年
（
大
正
７
）
に
創
刊
さ
れ
た

『
赤
い
鳥
』
に
、
未
明
は
当
初
、
童
話
を
発
表

し
て
い
ま
せ
ん
。
長
女
の
看
病
が
主
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
同
年
12
月
に
長
女
は
亡
く
な
り
ま

す
が
、
そ
の
後
は
童
話
雑
誌
『
お
と
ぎ
の
世

界
』
の
主
宰
を
任
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

『
赤
い
鳥
』
創
刊
期
に
は
明
治
末
に
書
い
た
詩

１
編
を
再
掲
し
、
１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
２

月
に
「
赤
い
鳥
」
と
い
う
詩
を
発
表
し
た
だ
け

で
す
。

　

童
話
を
発
表
す
る
の
は
１
９
２
０
年
（
大
正

９
）
１
月
号
の
「
酔
つ
ぱ
ら
ひ
星
」
か
ら
で
、

以
後
、
年
に
４
編
か
ら
６
編
の
童
話
を
掲
載
す

る
常
連
作
家
と
な
り
ま
す
。『
赤
い
鳥
』
が
休

刊
す
る
１
９
２
９
年
（
昭
和
４
）
３
月
号
ま
で

の
約
10
年
間
が
未
明
童
話
の
黄
金
期
で
、
こ
の

未
明
30
代
後
半
か
ら
40
代
後
半
ま
で
の
間
に
未

明
童
話
の
核
が
形
成
さ
れ
、
成
長
し
て
い
き
ま

す
。

　

復
刊
さ
れ
た
『
赤
い
鳥
』
に
は
、
三
重
吉
没

後
の
特
別
号
（
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
10

月
）
に
発
表
し
た
「
谷
間
の
四
十
雀
」
以
外
、

未
明
作
品
の
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

社
会
主
義
的
な
も
の
を
拒
否
し
た
三
重
吉
の
態

度
や
、
経
営
立
て
直
し
の
た
め
に
原
稿
料
の
高

い
既
成
作
家
へ
依
頼
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

第
二
次
『
赤
い
鳥
』
は
会
員
制
を
と
り
、
経
費

を
切
り
詰
め
な
が
ら
刊
行
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

『
赤
い
鳥
』
の
命
運
を
定
め
た
時
代
の
動
き
は
、

未
明
に
も
同
じ
働
き
を
し
ま
す
。
大
正
期
に
歓

迎
さ
れ
た
芸
術
性
の
高
い
童
話
雑
誌
が
次
々
と

廃
刊
に
追
い
こ
ま
れ
る
な
か
、
未
明
は
幼
年
童

話
や
大
人
向
け
の
童
話
を
書
き
、
童
話
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
な
る
こ
と
で
童
話
の
冬
の
時
代

を
生
き
ま
し
た
。

　

未
明
は
童
話
の
な
か
で
社
会
主
義
に
つ
い
て

語
っ
た
作
家
の
一
人
で
す
。
こ
の
時
期
は
小
説

も
旺
盛
に
書
い
て
お
り
、
そ
こ
で
社
会
の
現
実

を
印
象
強
く
表
し
、
社
会
矛
盾
を
実
際
行
動
で

改
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。
第
二
次
『
赤
い
鳥
』
で
は
、
新
人
作
家

の
坪
田
譲
治
や
新
美
南
吉
が
登
場
し
、
三
重
吉

は
リ
ア
ル
な
生
活
表
現
を
子
ど
も
の
綴
り
方
に

求
め
、
理
科
読
み
物
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

誌
面
に
採
り
入
れ
ま
し
た
。
未
明
が
昭
和
期
に

書
い
た
「
金
魚
売
」「
ガ
ラ
ス
窓
の
河
骨
」
な

ど
も
、
平
明
で
生
活
に
即
し
た
童
話
で
し
た
。

　

し
か
し
、
三
重
吉
は
生
活
基
盤
を
覆
す
社
会

変
革
を
望
ん
で
は
お
ら
ず
、
そ
の
枠
組
み
を
壊

し
て
で
も
子
ど
も
の
世
界
を
守
ろ
う
と
す
る
未

明
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
未
明
の
視
線

の
先
に
あ
る
の
は
弱
い
も
の
と
し
て
の
子
ど
も

で
、
子
ど
も
の
人
間
性
を
守
り
、
育
む
こ
と
を

大
事
に
し
ま
す
。
三
重
吉
の
視
線
の
先
に
あ
る

の
は
純
良
な
子
ど
も
、『
赤
い
鳥
』
の
読
者
層

で
あ
る
中
流
家
庭
の
子
ど
も
で
し
た
。

　

『
赤
い
鳥
』
に
童
話
を
掲
載
し
た
時
期
の
未

明
文
学
全
体
の
仕
事
の
振
幅
の
大
き
さ
を
考
え

た
と
き
、『
赤
い
鳥
』
掲
載
の
未
明
童
話
の
内

容
の
振
幅
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。

誌
紙
に
よ
り
、
未
明
の
作
風
や
傾
向
は
変
わ
り

ま
す
。
童
心
主
義
を
大
事
に
し
た
点
で
、
未
明

童
話
は
『
赤
い
鳥
』
と
基
底
に
お
い
て
重
な
る

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

社
会
改
革
を
求
め
た
未
明
は
、『
赤
い
鳥
』
の

範
疇
か
ら
は
み
出
す
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

貧
し
さ
の
中
で
二
人
の
子
ど
も
を
亡
く
し
た
未

明
と
、
家
庭
を
も
っ
て
二
人
の
子
ど
も
を
立
派

に
育
て
る
こ
と
を
夢
見
た
三
重
吉
の
出
発
点
は
、

や
は
り
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
『
赤
い
鳥
』
掲
載
の
未
明
童
話
の
特
徴

　

未
明
童
話
の
充
実
し
た
10
年
間
の
特
徴
を
考

え
る
こ
と
は
、『
赤
い
鳥
』
掲
載
の
未
明
童
話

の
特
徴
を
考
え
る
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。『
赤
い
鳥
』
掲
載
の
未
明
童
話
の
特

質
は
『
赤
い
鳥
』
の
主
調
音
の
影
響
下
に
あ
り
、

『
赤
い
鳥
』
の
コ
ー
ド
に
掣せ
い
ち
ゅ
う肘さ

れ
た
枠
組
み

の
中
で
書
か
れ
ま
し
た
。『
赤
い
鳥
』
は
強
力

な
磁
場
と
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

『
赤
い
鳥
』
の
童
心
主
義
の
磁
場
が
未
明
童

話
を
形
作
り
、
そ
こ
で
掘
り
下
げ
ら
れ
た
童
話

の
主
題
が
未
明
童
話
に
し
っ
か
り
と
し
た
根
を

は
ら
せ
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で

す
。
未
明
は
多
面
的
な
活
動
を
し
て
お
り
『
赤

い
鳥
』
だ
け
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
磁
場

の
中
で
育
ち
、
未
明
文
学
の
根
底
に
あ
る
も
の

が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。

第１回文学館講座第１回文学館講座 講師の小埜氏
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近
代
日
本
の
子
ど
も
雑
誌

―
『
赤
い
鳥
』
に
い
た
る
ま
で

　

講
師
：
柿
本
真
代
氏
（
仁
愛
大
学
人
間
生
活

学
部
子
ど
も
教
育
学
科
講
師
）

　

期
日
：
平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）

　

会
場
：
高
田
図
書
館
会
議
室

■
は
じ
め
に

　

小
川
未
明
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
『
日
本
外

史
』『
論
語
』
を
学
び
、
少
年
時
代
に
読
ん
だ

雑
誌
と
し
て
『
中
学
世
界
』『
新
少
年
』『
新
天

地
』『
史
学
会
』
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
未

明
の
少
年
時
代
は
、
ち
ょ
う
ど
日
本
で
近
代
的

な
子
ど
も
向
け
の
雑
誌
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
た

時
期
と
重
な
り
ま
す
。
本
日
は
『
赤
い
鳥
』
創

刊
に
至
る
ま
で
の
子
ど
も
向
け
雑
誌
の
あ
ゆ
み

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

■
江
戸
後
期
の
子
ど
も
と
読
書

　

江
戸
時
代
に
は
、
庶
民
の
子
ど
も
は
寺
子
屋
、

武
士
の
子
ど
も
は
藩
校
と
い
う
身
分
に
応
じ
た

学
校
制
度
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
い
わ
れ
る
渋
沢
栄

一
は
、
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
豪
農
の
家
に
生

ま
れ
、
武
家
に
近
い
教
育
を
受
け
ま
す
が
、
子

ど
も
時
代
に
経
験
し
た
漢
籍
の
素
読
は
決
し
て

楽
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
初
期
社
会
主
義
者
の
片
山
潜
は
、

庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
寺
子
屋
に
学
び
、『
庭
訓

往
来
』『
商
売
往
来
』
な
ど
の
往
来
物
を
学
び

ま
す
が
、「
い
か
に
平
易
で
も
子
供
に
は
字
句

の
意
味
が
分
か
ら
な
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
覚
え
て

も
直
ぐ
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
子
ど
も
に
と
っ
て
の
読
書
の
喜
び
と
は

ほ
ど
遠
い
も
の
で
、
彼
ら
が
楽
し
ん
で
い
た
の

は
、
昔
話
の
語
り
や
絵
草
紙
で
し
た
。

　

江
戸
期
に
は
本
を
読
む
習
慣
が
庶
民
に
も
広

ま
っ
て
お
り
、
学
術
書
や
宗
教
書
な
ど
の
不
変

の
価
値
を
も
つ
「
書
物
」
と
、
浮
世
絵
や
黄
表

紙
な
ど
の
娯
楽
性
が
強
く
消
耗
品
的
に
享
受
さ

れ
た
「
草
紙
」
が
あ
り
ま
し
た
。
草
紙
は
庶
民

の
あ
い
だ
で
非
常
に
流
行
し
、
絵
草
紙
屋
と
よ

ば
れ
る
本
屋
も
で
き
ま
し
た
。

　

『
猿え
ん
こ
う
あ
ん

猴
庵
江
戸
循
覧
記
』
に
は
、
子
ど
も
が

絵
草
紙
屋
で
絵
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
絵
本
『
桃

太
郎
宝
蔵
入
』
に
は
、
桃
太
郎
が
鬼
を
退
治
し

た
あ
と
鬼
が
島
の
遊
郭
へ
遊
び
に
行
く
様
子
も

描
か
れ
て
お
り
、
大
人
と
子
ど
も
の
読
み
物
の

垣
根
は
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
の
私
た
ち
が
考
え
る
、「
子
ど
も

に
読
ま
せ
た
い
／
読
ま
せ
た
く
な
い
本
」
な
ど

が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
る
の
は
、
明
治
期

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

■
明
治
新
政
府
と
教
育
・
出
版

　

人
々
の
読
書
習
慣
が
大
き
く
変
わ
る
要
因
の

ひ
と
つ
が
、
１
８
７
４
年
（
明
治
７
）
頃
相
次

い
で
創
刊
さ
れ
た
『
読
売
新
聞
』『
平
仮
名
絵

入
新
聞
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
小
新
聞
の
流
行
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
平
易
な
口
語
体

で
書
か
れ
て
お
り
、
ふ
り
が
な
つ
き
な
の
で
庶

民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
１
８
７
７
年

（
明
治
10
）
に
西
南
戦
争
が
起
こ
る
と
、
戦
況

を
知
る
た
め
に
新
聞
が
売
れ
、
活
字
を
毎
日
読

む
習
慣
が
根
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
の
学
制

発
布
に
よ
り
、
読
書
・
識
字
に
変
化
が
起
こ
り

ま
し
た
。「
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に

不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
」
と
の

理
念
が
示
さ
れ
ま
す
が
、
教
育
に
か
か
る
費
用

は
受
益
者
負
担
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

１
８
７
８
年
（
明
治
11
）
の
就
学
率
は
41
％
程

度
に
と
ど
ま
り
、
政
府
の
理
念
と
庶
民
の
実
態

が
離
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

一
方
、
初
等
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ
は
じ
め

た
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
教
科
書
と
い

う
新
し
い
読
み
物
が
提
供
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

明
治
前
期
に
は
教
科
書
と
し
て
、
中
村
正
直
の

『
西
国
立
志
編
』、
福
沢
諭
吉
の
『
学
問
の

す
ゝ
め
』『
世
界
国
尽
』
な
ど
、
明
治
期
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
た
め
の
子
ど
も

向
け
読
み
物
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。

１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
創
刊
の
キ
リ
ス
ト
教

児
童
雑
誌
『
よ
ろ
こ
ば
し
き
お
と
づ
れ
』
に
つ

い
て
、
児
童
文
学
者
で
も
あ
っ
た
沖
野
岩
三
郎

は
「
当
時
の
日
本
に
は
、
ま
だ
児
童
の
読
み
物

と
い
ふ
も
の
が
な
く
、
…
児
童
を
目
的
に
児
童

文
学
と
意
識
し
て
執
筆
し
た
雑
誌
の
世
に
現
れ

た
こ
と
は
日
本
の
文
学
史
上
に
看
過
し
え
な
い

大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
」
と
高
く
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
、『
穎え
い
さ
い
し
ん
し

才
新
誌
』（
１
８
７
７
年
創
刊
）

な
ど
、
生
徒
の
作
文
や
詩
を
掲
載
す
る
投
稿
雑

誌
も
出
て
き
ま
す
。
同
誌
は
「
明
治
文
学
の
幼

稚
園
」
と
い
わ
れ
、
尾
崎
紅
葉
、
堺
利
彦
ら
も

投
稿
し
て
い
ま
す
。
熱
心
な
投
稿
者
で
あ
っ
た

田
山
花
袋
は
『
穎
才
新
誌
』
に
漢
詩
が
載
っ
た

こ
と
を
「
天
に
で
も
昇
っ
た
よ
う
に
喜
ん
で
い

た
」
と
回
想
し
て
お
り
、
ま
た
内
田
魯
庵
は
ま

だ
運
動
競
技
も
唱
歌
も
な
か
っ
た
当
時
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
の
唯
一
の
晴
れ
舞
台
で
あ
り
、

小
学
校
で
良
い
点
を
も
ら
っ
た
作
文
は
先
生
に

頼
み
投
稿
し
て
も
ら
っ
た
と
い
い
ま
す
。
作
文

投
稿
雑
誌
は
流
行
し
ま
す
が
、
子
ど
も
に
大
人

が
編
ん
だ
読
み
物
を
提
供
す
る
こ
と
を
主
眼
と

し
た
雑
誌
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
読
み
物
と
し
て
の
雑
誌

　

今
日
に
近
い
児
童
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
る
の
は
、

１
８
８
０
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

す
。
初
代
文
部
大
臣
・
森
有
礼
が
初
等
教
育
の

基
盤
を
築
い
た
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
の
学
習

を
意
識
し
た
雑
誌
が
登
場
し
て
い
き
ま
す
。

　

『
ち
ゑ
の
あ
け
ぼ
の
』（
１
８
８
６
年
創

刊
）
は
、
関
西
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
が
編
集

し
た
子
ど
も
向
け
雑
誌
で
す
。
先
に
紹
介
し
た

キ
リ
ス
ト
教
児
童
雑
誌
『
よ
ろ
こ
ば
し
き
お
と

づ
れ
』
は
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
教
訓
話
や
聖

書
の
話
、
宣
教
師
の
逸
話
な
ど
が
中
心
で
し
た

第
２
回
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報
　
告

が
『
ち
ゑ
の
あ
け
ぼ
の
』
で
は
、
同
じ
話
で
も

キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
語
句
は
削
除
し
、
一
般

的
な
教
訓
話
に
書
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
伝
道

と
い
う
よ
り
も
子
ど
も
の
学
習
を
目
的
に
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
８
８
８
年
（
明
治
21
）
に
は
『
少

年
園
』
が
山
縣
悌
三
郎
に
よ
り
創
刊
さ
れ
ま
す
。

文
部
省
で
教
科
書
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
経
験
を

も
つ
山
縣
は
、
日
本
に
は
子
ど
も
の
読
み
物
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
を
「
教
育
上
の
一
大
欠

点
」
と
考
え
『
少
年
園
』
を
創
刊
し
ま
し
た
。

『
少
年
園
』
は
森
鴎
外
や
坪
内
逍
遥
ら
の
寄
稿

も
あ
り
、「
知
識
欲
に
燃
え
て
ゐ
る
少
年
に
は

恰
好
の
課
外
教
科
書
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
き
ま
す
。『
少
年
園
』
の
人
気
を
受
け
て

『
小
国
民
』
や
『
日
本
少
年
』、
未
明
も
読
ん

だ
『
新
天
地
』
な
ど
数
多
く
の
児
童
雑
誌
が

次
々
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

雑
誌
『
少
年
園
』
の
創
刊
後
、
人
気
を
博
し

た
読
み
物
の
シ
リ
ー
ズ
に
、
博
文
館
の
「
少
年

文
学
叢
書
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
巻
が

巌い
わ
や谷
小さ
ざ
な
み波
の
『
こ
が
ね
丸
』
で
し
た
。
当
時
の

日
本
に
は
児
童
文
学
と
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た

た
め
、
小
波
は
「
少
年
文
学
」
と
名
付
け
ま
す
。

『
こ
が
ね
丸
』
は
近
代
日
本
の
創
作
児
童
文
学

の
先
駆
け
と
な
っ
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
た
め
の
読
み
物
に
飢
え
て
い
た

子
ど
も
た
ち
は
『
こ
が
ね
丸
』
を
大
き
な
喜
び

を
も
っ
て
む
か
え
、「
少
年
文
学
叢
書
」
は

ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
博
文
館
は
さ
ら
に
１
８
９

４
年
（
明
治
27
）
に
雑
誌
『
少
年
世
界
』
を
創

刊
、
小
波
を
主
筆
と
し
、
小
波
は
こ
の
雑
誌
に

子
ど
も
の
冒
険
心
や
愛
国
心
を
く
す
ぐ
る
お
伽

噺
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
博
文
館
は
地
方
の

本
屋
と
も
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、『
少
年
世

界
』
を
含
む
博
文
館
の
出
版
物
を
広
く
明
治
の

日
本
社
会
に
流
通
さ
せ
ま
し
た
。

■
『
赤
い
鳥
』
へ

　

巌
谷
小
波
は
、
読
者
で
あ
る
子
ど
も
に
寄
り

添
お
う
と
し
た
作
家
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
同
時

に
時
代
や
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

に
迎
合
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
側
面
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
営
利
企
業
で
あ
る
博
文
館
は
売

れ
る
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
り
、

小
波
の
執
筆
態
度
と
博
文
館
の
利
益
追
求
が
結

び
つ
い
た
結
果
と
し
て
、「
鳶
ほ
り
よ
、
り

よ
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
軍
国
主
義
的
・
国
家

主
義
的
な
側
面
を
無
批
判
に
作
品
の
中
に
混
ぜ

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
期
の
終
わ
り
に
な
る
と
、
小

波
の
お
伽
噺
と
は
違
う
新
し
い
子
ど
も
像
を
提

案
し
よ
う
と
す
る
作
品
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
、
小
川
未
明
の
『
お
と
ぎ
ば
な
し
集　

赤
い

船
』（
１
９
１
０
年
）
で
す
。
こ
れ
は
近
代
的

な
童
話
の
先
駆
と
い
わ
れ
、
浪
漫
主
義
の
理
念

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
教
育
の
一
助
と
し
て
の

位
置
づ
け
に
止
ま
っ
て
い
た
子
ど
も
の
読
み
物

の
可
能
性
を
広
げ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま

す
。『
赤
い
船
』
以
降
、
た
く
さ
ん
の
童
話
が

生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
た
め
の
童
話
と
童
謡
の
雑
誌
で
あ

る
『
赤
い
鳥
』
は
２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
で

創
刊
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、『
赤
い

鳥
』
を
め
ぐ
る
岡
本
太
郎
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

も
子
ど
も
の
本
を
大
人
が
選
ぶ
難
し
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。
岡
本
太
郎
は
、
母
に
小
学
校
で
流

行
っ
て
い
る
講
談
本
を
読
み
た
い
と
い
い
ま
す

が
、
歌
人
・
小
説
家
で
あ
っ
た
母
岡
本
か
の
子

は
芸
術
的
に
す
ば
ら
し
い
も
の
を
子
ど
も
に
与

え
た
い
と
考
え
、『
赤
い
鳥
』
を
買
い
に
行
き

ま
す
。
し
か
し
、『
赤
い
鳥
』
は
本
屋
に
置
い

て
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
本
屋
で
す
す
め
ら
れ
た

の
は
、
小
波
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
の
子
は

落
胆
し
た
と
い
う
の
で
す
。
子
ど
も
が
読
み
た

い
本
と
親
が
読
ま
せ
た
い
本
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
読

み
取
れ
る
回
想
で
す
。

　

19
世
紀
に
な
る
と
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
充
実
、

子
ど
も
の
就
学
率
・
識
字
率
の
向
上
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
小
波
の
『
こ
が
ね
丸
』
や
雑
誌

『
少
年
世
界
』
に
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
小
川
未
明
の
『
赤
い
船
』
や
雑
誌
『
赤
い

鳥
』
な
ど
の
子
ど
も
の
た
め
の
読
み
物
が
刊
行

さ
れ
一
見
子
ど
も
の
読
書
の
世
界
は
豊
か
に

な
っ
た
か
に
み
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
「
児
童
書

の
発
展
が
子
ど
も
世
界
の
充
実
に
奉
仕
す
る
の

で
な
く
、
子
ど
も
専
用
の
ゲ
ッ
ト
ー
の
拡
大
に

繋
が
り
、
子
ど
も
に
対
す
る
呪
縛
性
を
強
め
る

と
い
う
皮
肉
な
状
況
」
に
な
っ
た
と
本
田
和
子

は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

岡
本
か
の
子
の
よ
う
に
子
ど
も
に
良
い
も
の

を
読
ま
せ
た
い
、
低
俗
な
も
の
、
猥
雑
な
も
の

を
読
ま
せ
た
く
な
い
、
と
い
う
意
識
が
働
く
あ

ま
り
、
子
ど
も
だ
け
の
も
の
を
読
ん
で
お
き
な

さ
い
と
隔
離
す
る
よ
う
な
現
象
が
お
こ
り
、
結

果
的
に
「
子
ど
も
専
用
の
ゲ
ッ
ト
ー
」
が
拡
大

さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

『
赤
い
鳥
』
か
ら
１
０
０
年
。
子
ど
も
自
身

が
読
み
た
い
も
の
と
、
大
人
が
子
ど
も
に
読
ま

せ
た
い
も
の
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
児
童
文
学
に
は

現
在
も
つ
い
て
ま
わ
る
大
き
な
問
題
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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『
赤
い
鳥
』
と
未
明
童
話　

　　

講
師
：
渋
谷
百
合
絵
氏
（
秀
明
大
学
学
校
教

　
　
　
　

師
学
部
専
任
講
師
）

　

期
日
：
平
成
30
年
12
月
１
日
（
土
）

　

会
場
：
高
田
図
書
館
会
議
室

■
『
赤
い
鳥
』
の
童
話

　

『
赤
い
鳥
』
は
鈴
木
三
重
吉
が
１
９
１
８
年

（
大
正
７
）
に
創
刊
し
た
童
話
雑
誌
で
、
小
川

未
明
も
約
40
編
の
童
話
を
発
表
し
ま
し
た
。
三

重
吉
が
『
赤
い
鳥
』
で
目
指
し
た
こ
と
は

「「
赤
い
鳥
」
の
標
榜
語
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ま
で
の
児
童
文
学
を
批
判
し
て
違
う
も
の

を
生
み
出
す
こ
と
で
し
た
。
三
重
吉
は
夏
目
漱

石
の
弟
子
で
、
文
壇
で
も
顔
が
広
か
っ
た
こ
と

か
ら
、『
赤
い
鳥
』
に
は
そ
う
そ
う
た
る
文
壇

人
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

『
赤
い
鳥
』
以
前
の
子
ど
も
の
読
み
物
で
力

を
持
っ
て
い
た
の
は
、
巌
谷
小
波
の
お
伽
噺
で

す
。
小
波
は
昔
話
に
着
想
を
得
て
、『
日
本
昔

噺
』『
世
界
お
伽
噺
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
初

期
の
『
赤
い
鳥
』
は
東
西
の
昔
話
の
翻
訳
・
翻

案
が
メ
イ
ン
で
、
小
波
の
活
躍
の
上
に
『
赤
い

鳥
』
が
成
立
し
た
と
い
え
ま
す
。『
赤
い
鳥
』

で
は
、
昔
話
に
描
か
れ
る
不
思
議
で
美
し
い
出

来
事
や
モ
チ
ー
フ
が
童
心
を
養
う
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

小
波
の
お
伽
噺
は
江
戸
期
の
草
双
紙
の
影
響

を
受
け
、
庶
民
の
生
活
で
昔
話
の
パ
ロ
デ
ィ
を

描
い
て
い
ま
す
。
物
語
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
魅
力

で
、
子
ど
も
の
心
理
に
は
焦
点
が
当
た
っ
て
い

ま
せ
ん
。
一
方
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
は
、
東

西
の
昔
話
の
翻
訳
・
翻
案
を
中
心
と
し
、
子
ど

も
を
純
真
無
垢
な
存
在
と
見
な
し
、
そ
の
心
を

描
こ
う
と
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
昔
話
の
翻
訳
・
翻
案
と
し
て
、
三
重

吉
の
「
ま
た
ぼ
あ
」
を
み
て
み
ま
す
。
時
代

性
・
地
域
性
を
排
除
し
た
言
葉
を
使
い
、「
○

○
が
×
×
し
ま
し
た
。」
と
い
う
誰
で
も
再
現

で
き
る
文
体
で
書
い
て
い
ま
す
。『
赤
い
鳥
』

は
子
ど
も
の
作
文
の
模
範
と
な
る
こ
と
も
目
標

で
、
子
ど
も
が
書
け
る
文
体
の
確
立
を
目
指
し

ま
し
た
。
三
重
吉
は
こ
の
文
体
で
昔
話
を
翻

訳
・
翻
案
し
、『
赤
い
鳥
』
の
他
の
作
家
に
も

同
じ
文
体
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
文
体
は
、
近

代
の
口
語
文
体
で
昔
話
や
物
語
を
語
る
時
の
見

本
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
赤
い
鳥
』
に
は
、
菊
池
寛
「
納
豆

合
戦
」
や
有
島
武
郎
「
一
房
の
葡
萄
」
の
よ
う

に
子
ど
も
の
純
真
で
善
良
な
心
や
、
繊
細
な
心

の
動
き
を
描
く
童
話
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
小

川
未
明
も
純
粋
で
美
し
い
子
ど
も
の
心
を
描
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、『
赤
い
鳥
』
と
同
様
の

子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
・
童
話
観
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
未
明
童
話
に
は

暗
く
不
気
味
に
見
え
る
童
話
も
多
い
で
す
。

■
初
期
の
未
明
童
話

　

未
明
は
『
赤
い
鳥
』
創
刊
以
前
か
ら
童
話
創

作
に
着
手
し
て
い
ま
し
た
。「
赤
い
船
」
は

『
お
と
ぎ
ば
な
し
集　

赤
い
船
』（
１
９
１
０

年
（
明
治
43
）、
京
文
堂
）
の
表
題
作
で
す
が
、

主
人
公
・
露
子
の
オ
ル
ガ
ン
へ
の
憧
れ
が
、
途

中
か
ら
オ
ル
ガ
ン
が
や
っ
て
き
た
外
国
へ
の
憧

れ
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
未
明
は
、
子
ど
も

は
こ
こ
に
は
な
い
美
し
い
世
界
に
本
当
の
心
の

故
郷
が
あ
る
と
感
じ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
次
に
「
森
」（『
女
子
文
壇
』
１
９
１

０
年
（
明
治
43
）
５
月
）
は
、
家
族
の
視
点
で

子
ど
も
の
こ
と
を
書
く
こ
と
で
、
小
太
郎
が
不

思
議
な
少
年
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
く
気
持
ち

を
大
人
が
理
解
で
き
な
い
感
覚
も
同
時
に
描
い

て
い
ま
す
。
最
後
に
唐
突
な
死
が
訪
れ
ま
す
が
、

よ
く
読
む
と
お
話
の
途
中
か
ら
家
族
と
小
太
郎

が
別
世
界
に
あ
る
よ
う
な
書
き
方
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
二
作
品
の
文
体
を
見
る
と
、「
赤
い

船
」
の
文
末
で
は
未
明
特
有
の
「
の
で
あ
り
ま

す
。」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
、「
森
」
は
小
説

の
文
体
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、『
赤
い
鳥
』
の

文
体
を
先
取
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

未
明
は
『
赤
い
鳥
』
に
近
い
文
体
を
確
立
し
ま

す
が
、
そ
の
効
果
が
よ
く
表
れ
て
い
る
の
が

「
金
の
輪
」
で
す
。

　

「
金
の
輪
」（『
読
売
新
聞
』
１
９
１
９
年

（
大
正
８
）
２
月
21
日
～
23
日
）
に
は
、
全
く

同
じ
光
景
が
繰
り
返
し
描
か
れ
ま
す
。
現
実
に

は
全
く
同
じ
光
景
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
現
実
に
は
な
い
美
し
さ
が
生
ま
れ
ま

す
。
童
話
は
反
復
表
現
が
使
い
や
す
く
、
音
と

し
て
も
反
復
す
る
こ
と
で
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
子
ど
も
が
届
か
な
い
も

の
（
異
国
・
不
思
議
な
存
在
）
に
憧
れ
る
気
持

ち
を
描
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
届
か

な
い
も
の
に
対
し
て
な
の
で
、
寂
し
さ
や
悲
し

さ
、
時
に
は
現
実
世
界
で
の
死
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
す
。

■
『
赤
い
鳥
』
時
代
の
未
明
童
話
①

―
―
貧
し
く
孤
独
な
子
ど
も
を
描
く
童
話

　

未
明
童
話
は
、
子
ど
も
の
憧
れ
を
描
く
だ
け

で
は
な
く
、
憧
れ
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
子
ど

も
の
環
境
や
冷
た
い
社
会
の
あ
り
方
も
描
い
て

い
き
ま
す
。

　

「
罌け

し粟
の
圃は

た
け

」（『
赤
い
鳥
』
１
９
２
０
年

（
大
正
９
）
７
月
）
で
は
、
父
と
物
乞
い
を
し

て
放
浪
す
る
子
ど
も
を
周
囲
の
人
は
助
け
よ
う

と
し
ま
せ
ん
。
小
太
郎
も
そ
れ
を
社
会
の
あ
り

方
の
問
題
と
し
て
認
識
で
き
ず
、
ま
た
片
目
の

小
太
郎
に
向
け
ら
れ
た
差
別
的
な
視
線
も
理
解

で
き
ず
、
つ
い
に
は
父
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
心
細
さ
・
絶
望
感
が
、
母

親
と
罌
粟
の
圃
で
再
会
す
る
と
い
う
奇
跡
を
起

こ
し
ま
す
。
大
正
期
の
罌
粟
に
は
芸
術
的
・
幻

想
的
な
美
を
生
み
だ
す
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、

未
明
は
罌
粟
の
圃
で
母
子
を
再
会
さ
せ
る
こ
と

で
非
現
実
世
界
を
作
り
上
げ
た
か
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。　

第
３
回
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ま
た
、「
港
に
着
い
た
黒
ん
ぼ
」（『
童
話
』

１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
６
月
）
に
は
、
大
人

た
ち
が
放
浪
す
る
子
ど
も
に
手
を
差
し
伸
べ
よ

う
と
し
な
い
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
弟

は
そ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
弟

は
目
が
見
え
な
い
の
で
大
人
の
姿
が
見
ら
れ
ず
、

言
葉
を
交
わ
す
場
面
も
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

「
罌
粟
の
圃
」「
港
に
つ
い
た
黒
ん
ぼ
」
に

は
、
主
人
公
に
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

家
の
な
い
物
乞
い
の
子
ど
も
。
も
う
一
つ
は
、

目
が
悪
く
て
庇
護
者
に
頼
る
し
か
な
く
、
自
分

を
取
り
巻
く
大
人
や
社
会
を
認
識
で
き
な
い
存

在
。
未
明
は
、
物
乞
い
の
子
・
放
浪
す
る
子
を

繰
り
返
し
描
き
ま
す
が
、
子
ど
も
自
身
の
感

情
・
心
情
は
あ
ま
り
描
い
て
い
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
周
囲
の
大
人
た
ち
の
姿
を
強
調
し
て
描
く

こ
と
で
、
子
ど
も
が
漠
然
と
感
じ
る
社
会
の
怖

さ
・
冷
た
さ
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
『
赤
い
鳥
』
時
代
の
未
明
童
話
②

―
―
昔
話
的
な
童
話

　

次
に
、
主
人
公
の
子
ど
も
を
な
い
が
し
ろ
に

し
た
た
め
に
村
や
町
に
災
い
が
起
こ
る
昔
話
的

な
未
明
童
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
黒
い
旗
物
語
」（『
日
本
少
年
』
１
９
１
５

年
（
大
正
４
）
４
月
）
は
、
子
ど
も
に
冷
た
い

周
囲
の
大
人
が
描
か
れ
、
町
が
火
事
で
滅
び
る

と
い
う
物
語
で
す
。
子
ど
も
の
祟
り
と
は
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
吹
雪
の
中
を
追
い
出
さ
れ

た
子
ど
も
が
感
じ
た
孤
独
・
悲
し
み
が
情
念
と

し
て
残
り
続
け
て
い
ま
す
。「
黒
い
人
と
赤
い

橇
」（『
赤
い
鳥
』
１
９
２
２
年
（
大
正
11
）
１

月
）
は
、
死
者
た
ち
の
無
言
の
悲
し
み
を
人
々

が
恨
み
の
よ
う
に
感
じ
、
死
者
へ
の
罪
悪
感
を

抱
き
な
が
ら
出
来
事
を
語
り
継
い
で
い
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
社
会
の
冷

酷
さ
と
こ
れ
に
対
す
る
失
望
・
無
念
の
思
い
を

昔
話
風
の
物
語
展
開
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

■
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
つ
い
て

　

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』

１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
２
月
16
日
～
20
日
）

は
、
昔
話
の
類
型
と
結
び
つ
き
が
深
い
お
話
で

す
。
若
狭
に
は
、
あ
る
漁
師
が
人
魚
を
釣
り
上

げ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
津
波
が
来
て

町
が
滅
ん
だ
と
い
う
お
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
昔
話
の
「
竜
宮
童
子
」
で
は
、
水
の
神
か

ら
授
か
っ
た
子
の
体
は
異
様
で
醜
く
、
大
切
に

し
て
い
る
間
は
富
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
な
い

が
し
ろ
に
す
る
と
家
か
ら
去
り
災
い
が
起
こ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
は
、

人
魚
と
神
の
授
か
り
子
の
部
分
を
合
体
さ
せ
て

成
立
し
て
い
る
と
と
も
に
、
不
思
議
な
も
の
に

悪
い
こ
と
を
し
た
ら
罰
が
あ
た
る
と
い
う
伝
承

を
作
中
の
人
々
も
共
有
し
て
い
ま
す
。
老
夫
婦

も
町
の
人
々
も
噂
や
伝
承
に
流
さ
れ
る
ば
か
り

で
、
誰
も
人
魚
の
気
持
ち
や
辛
さ
と
向
き
合
お

う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
作
品
は
、
人
魚
の
怨
霊
譚
と
神
の
授
け

子
が
幸
・
厄
を
も
た
ら
す
と
い
う
昔
話
を
合
体

し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
中
の
人
々

も
、
こ
う
し
た
伝
承
や
民
間
信
仰
を
信
じ
て
お

り
、
結
末
の
町
の
滅
び
に
は
噂
や
伝
承
に
流
さ

れ
る
人
々
へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ま
と
め

　

『
赤
い
鳥
』
で
は
、
不
思
議
で
美
し
い
昔
話

の
世
界
や
純
粋
で
善
良
な
子
ど
も
の
心
を
描
く

作
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
雑
誌
は
都
市
部

の
中
産
階
級
の
子
ど
も
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
前

提
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
中
産
階
級
の
家
庭
は

子
ど
も
を
大
事
に
し
、
教
育
に
も
お
金
を
か
け

ま
す
。
親
・
教
師
・
周
囲
の
大
人
と
の
関
係
も

良
心
的
で
温
か
い
関
係
が
基
本
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
未
明
は
『
赤
い
鳥
』
を
読

む
こ
と
も
で
き
な
い
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
な
い
、
社
会
に
見
捨
て
ら
れ
た
最
底
辺
の

子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
て
い
ま
し
た
。
貧
し

く
孤
独
な
子
ど
も
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
人
々

の
冷
た
さ
や
怖
さ
を
漠
然
と
感
じ
ま
す
が
、
社

会
の
シ
ス
テ
ム
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
未
明
は
、

子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
対
し
て
抱
く
恐
れ
と
無

言
の
怒
り
を
、
昔
話
の
類
型
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

表
現
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
社
会
の
中
で
忘
れ

ら
れ
見
捨
て
ら
れ
た
子
ど
も
に
対
し
て
、
大
人

た
ち
も
感
じ
て
い
る
罪
悪
感
や
恐
れ
を
、
伝
承

と
い
う
形
を
使
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
未
明
の
童
話
は
、
最
も
弱
い
立
場
の
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
う
童
話
で
し
た
。
未
明
童
話

の
問
題
意
識
は
、
決
し
て
こ
の
時
代
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
、
現
代
に
も
読
み
継
が
れ
る
価
値

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

第３回文学館講座　講師の渋谷氏 第３回文学館講座

報
　
告
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小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
児
童
文
学
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を

育
む
よ
う
な
鮮
烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
で
第
27
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
に
延
べ
１
３
０
０
０
編
を
超
え
る
作
品
が
国

内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
川
未
明
文
学
賞

　
＊
受
賞
の
ひ
と
こ
と
＊

　

こ
の
度
は
、
小
川
未
明
文
学
賞
の
大
賞
を
頂
き
、
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
書
き
手
た
ち
が
目
指
す
、
大
変
名
誉
あ
る
賞
で
す
。
二
十
七
回
目

と
い
う
こ
と
で
、
元
号
が
改
正
さ
れ
る
歴
史
の
変
わ
り
目
に
、
優
秀
賞
の
河

村
さ
ん
と
相
ま
っ
て
、
新
潟
県
内
で
初
め
て
の
受
賞
と
い
う
こ
と
に
、
驚
き

も
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

小
川
未
明
の
童
話
は
、
示
唆
に
富
ん
だ
深
い
も
の
を
有
し
て
い
る
と
と
も

に
、
大
変
美
し
く
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

お
と
な
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
文
学
作
品
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
優
れ
た
童
話
を
残
し
た
業
績
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
童
話
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
後
世
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後

優
れ
た
児
童
文
学
を
生
む
土
壌
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

で
す
の
で
、
私
も
受
賞
を
機
に
、
未
明
童
話
を
ふ
た
た
び
ひ
も
と
き
、
そ

の
神
髄
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と

で
未
明
童
話
を
引
き
継
い
で
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
書
き
手
と
し
て

良
い
作
品
が
書
け
る
よ
う
精
進
し
、
い
つ
の
日
か
、
後
に
続
く
書
き
手
た
ち

に
、
私
が
学
ん
だ
も
の
を
手
渡
せ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
川
未
明
文
学
館
主
催
の
童
話
創
作
講
座
も
、
毎
年
素
晴
ら
し
い
講
座
で

す
。
私
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
ま
し
た
が
、
他
の
受
講
生
の
方
々
も
活
躍
を
始

め
て
お
り
、
全
国
区
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
取
り
組
み
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
ふ
ま
え
、
小
川
未
明
文
学
賞
の
継
続
・
発
展
は
、
関
係

す
る
み
な
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
み
な
さ
ま
に
こ

こ
ろ
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。第

27
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

　
　
　

藤
村
　
沙
希
さ
ん

　

（
大
賞
作
品
「
湊
ま
ち
の
寅
吉
」）

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

〒
943-

0832　

新
潟
県
上
越
市
本
町
３
－
３
－
２

　
　
　
　
　
　
　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

「
小
川
未
明
文
学
賞
係
」

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
－
５
２
６
－
６
９
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
－
５
２
６
－
６
９
０
４

E-m
ail

・m
im
ei@
city.joetsu.lg.jp

第
28
回
募
集
要
項

◆
募
集
作
品

①
短
編
部
門
（
小
学
校
低
学
年
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
20
枚
～
30
枚

②
長
編
部
門
（
小
学
校
中
学
年
以
上
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
60
枚
～
120
枚

・
い
ず
れ
も
小
学
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創
作
児
童

文
学
で
未
発
表
の
作
品
。
各
部
門
同
時
応
募
も
可
。

・
パ
ソ
コ
ン
等
の
場
合
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
縦
書
き

400
字
詰
め
換
算
枚
数
を
明
記
。

・
表
紙
に
題
名
、
筆
名
、
本
名（
ふ
り
が
な
明
記
）、

年
齢
、
職
業
、
性
別
、
〒
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
。

・
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
の
あ
ら
す
じ
を
表
紙
の
下
に

綴
じ
る
。　

◆
応
募
資
格　

　

不
問
（
た
だ
し
、
当
文
学
賞
の
過
去
の
大
賞
受
賞
者

　

は
除
く
）

◆
応
募
方
法

　

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
締
切

　

２
０
１
９
年
10
月
31
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）　

◆
入
選
作

　

・
大　

賞
（
賞
金
100
万
円
・
記
念
品
）

　

・
優
秀
賞
（
賞
金
20
万
円
）

◆
発
表

　

２
０
２
０
年
３
月
上
旬
（
予
定
）

＊
詳
細
は
小
川
未
明
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お話の会うさぎ
「牛女」・・・大きいので、牛女と呼ばれていた女の人が、
病気になり亡くなりました。その後も子供の行く末を心
配し、見守る母の情愛の深さを描いたお話です。

グループさくら
未明の作品「雪と２羽のからす」「やまなし」「谷間
の四十雀」の３作品。パネルで紹介しているシーン
です。大人も子供達も静かに聞いてくれました。

グループ空
「雪とみかん」の作品を映像
といっしょに楽しみました。
大人の方も来てくださるよ
うになりました。

未明童話の会「しいの実」
送られてきた「しいの実」を義雄さんが
学校へ持っていき友達と分けて食べる楽
しい様子。お礼に青いかわいいセーター
を田舎へ送る。昭和初期の楽しいお話で
す。

シャーフの会「王様の感心された話」
この世の始めに神様から姿を変えるように
言われた３人の天使が、それぞれ星・花・
小鳥になりました。そして、人々のために
と思うそのやさしい心がけに王さまは感心
されたのです。

 　

出
張
お
は
な
し
会
、
会
員
加
入
の
連
絡
先

　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　
　

上
越
市
本
町
３
－
３
－
２

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５
－
５
２
６
－
６
９
０
３

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
－
５
２
６
－
６
９
０
４

　
　
　

E-m
ail:m

im
ei@

city.joetsu.lg.jp

〒943
-0832

18

作品名 担当グループ
１．「子ざると母ざる」 グループ空
２．「しいの実」 未明童話の会
３．「谷間の四十雀」 グループさくら
４．「王様の感心された話」 シャーフの会
５．「飴チョコの天使」 お話の会うさぎ

文学館でのおはなし会
（毎月第２、４日曜に実施）

特別展おはなし会
10月14日
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グループさくら（宝田小学校）
シックな木造の校舎で「こまどりと酒」「ひょうひょう
てりうそ」「山之上の木と雲のはなし」の活動をしまし
た。未明について、よく理解している児童もいました。

６月19日、未明の「砂漠の町とサフラン酒」のヒント
になったとも言われているサフラン酒本舗を見学しま
した。
大正時代の豪商が残した鏝絵（こてえ）蔵は見事な建
築で圧倒されました。

グループ空（東本町小学校）
９月３日（月）５年生のみなさんです。
「千羽鶴」の作品を、映像と篠笛の演奏でたの
しみました。

・小川未明文学館ビックブックシアターおはなし会…全23回、延べ参加者269人
・出張おはなし会（小学校、放課後児童クラブ等）・・・36か所、1,315人
・特別展おはなし会（小川未明文学館　未明の部屋　参加者23人）
・会員の研修会（長岡市摂田屋地区・新潟県立歴史博物館）

平成30年度
の活動

19

出張おはなし会

研修会
長岡市摂田屋地区・歴史博物館

本年度を振り返って
　児童雑誌「赤い鳥」創刊100年を記念し、特別展おはなし会を行いました。未明は「赤い鳥」に
創作童話42篇を発表しましたが、そのうち２篇を含め５作品を発表しました。
　また、研修会で訪ねた長岡地域の「町おこし」に、未明作品が見直され注目された事に感動。会
員がみんな意欲的に作品に取り組む姿勢を感じています。［会長］
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発行　上越市文化振興課
　　　〒943-0832　新潟県上越市本町3-3-2（高田まちかど交流館）
　　　ＴＥＬ.  025－526－6903 ／ ＦＡＸ.  025－526－6904 ／ E-mail．mimei@city.joetsu.lg.jp

　
小
川
未
明
文
学
館
　
利
用
案
内

開
館
時
間　

　

火
～
金
曜
日　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
～
９
月
は
午
後
８
時
ま
で
）

　

土
・
日
・
祝
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

休
館
日　

　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）・

　

祝
日
の
翌
日
・
館
内
整
理
日
（
毎
月
第
３
木
曜
）・

　

資
料
整
理
期
間
・
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

入
館
料　

無
料

問
合
せ　

〒
９
４
３
－
０
８
３
５

　

新
潟
県
上
越
市
本
城
町
８
－
30
（
高
田
図
書
館
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
６

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.city.joetsu.niigata.jp/

　
　
　
　
　

site/m
im

ei-bungakukan/

４月	 特別展「第27回小川未明文学賞受賞記念展」
	 　会期：４月２日㈫～４月24日㈬

５月	 小川未明文学館こども祭
	 　５月11日㈯

６～７月	 朗読研修会
	 　６月７日㈮・６月28日㈮・７月５日㈮
	 童話創作講座
	 　６月15日㈯・７月20日㈯・７月27日㈯

10月	 特別展「未明と子どもたち」
	 　会期：10月12日㈯～12月１日㈰

	 第28回小川未明文学賞募集締切
	 　10月31日㈭

10～12月	 文学館講座（全３回）
	 　10月19日㈯、11月16日㈯、11月30日㈯

３月	 第28回小川未明文学賞贈呈式（東京）
	 　※開催日未定

　＊通年で所蔵品を紹介する特集展示を行っています

　　未明ボランティアネットワークによるおはなし会
　　＊毎月第２・４日曜日午後２時から文学館にて実施
　　＊学校等での出張おはなし会を随時実施

小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

　小川未明文学館では、未明に関係す
る文学資料の収集に努めています。下
記の資料に関する情報をお持ちの方は、
ご連絡くださいますようお願いします。
資料の寄贈については、特定の場合（す
でに複数点を所蔵している資料等）を除
きお受けしますので、ご不明の点はお問
い合せいただけると幸いです。

【主な収集資料】
１．特別資料

小川未明原稿、書簡、遺品、その他
自筆資料（短冊・書軸等）、写真（オ
リジナル）、小川未明関係者資料（未
明書簡、献本など）
２．図書

未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所
蔵した資料も含む）、初出雑誌（未明
作品掲載）、未明作品の外国語訳、絵
本・紙芝居
３．参考資料

未明に関する研究論文、エッセイ、
記事（雑誌・新聞等）

令和元年度　小川未明文学館カレンダー

　訂正　『小川未明文学館　館報』第12号
　　　Ｐ３上段７行目　×…詩だ。
　　　　　　　　　　　○…童謡だ。


